
埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書 第276集

、

'
9
9
:
9
9
9
9

ー
し

9
9
,

＇
~
，

~
 

大里郡川本町

如憲m／川端
大里農地防災事業六堰頭首工建設工事事業関係

埋蔵文化財発掘調査報告書

-II-

く第2分冊）

2 0 0 2 

農林水産省 関東農政局

財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団



目次

I 
＇ 

く第1分冊〉

日絵

発刊に寄せて

序

例言

凡例

目次

I 発掘調査の概要．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 1

1. 発掘調査に至る経過 ・・・・・・・..…..・・・・・・・・・・・・・ 1

2. 発掘調査・報告書作成の経過••…………• 2 

3. 発掘調査・整理・報告書刊行の組織..…• 5 

II 遺跡の立地と環境．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 7

III 如意遺跡の調査 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・11

1. 遺跡の概要 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・11

2. C区の遺構と追物 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・16

(1) 住居跡 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・16

(2) 掘t柱建物跡・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・141

(3) 土坑 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・149

(4) 溝跡 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・164

(5) 性格イ＜明遺構・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・165

(6) ピット ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・169 

(7) グリッド出土・表採遺物••…………•171

-----~--
- - - - - -

- - - -----------―--

く第2分冊〉

3. D 区の遺構と遺物・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ •173

(1) 住居跡 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ •174

(2) 掘立柱建物跡・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・291

(3) 土坑 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ •300

(4) 性格不明遺構・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・• • •318 

(5) 炉跡 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ •318

(6) 中 ・近世墓・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ •318

(7) ピッ ト ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・321

(8) グリッド出土・表採遺物•••……•• •…323 

IV }II端遺跡の調査・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・---329

1. 遺跡の概要 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ • 329 

2. 遺構と遺物 ..・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ •332

(1) 1主居跡 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ • • 332 

(2) 土坑 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・ • 347 

(3) 溝跡 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ •350

(4) グリッド出土・表採遺物・……• •… ···350 

く第3分冊〉

写真図版

http:���.��..��......�.�.�........��
http:��.�.�...........�..�....�..��...�


挿園目次

第 1図 調査区と調査年度・・•…….......…•…•… 3 ' 第36図第157・ 158号住居跡・出土遣物………46

第 2 図 埼玉県の地形・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・...7 第37図 第159号住居跡・出土遺物……………47

第 3図 周辺の遺跡・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 8 第38図 第160号住居跡 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ •48

第 4図調査区周辺の地形図………………12• 13 第39図 第160号住居跡出土遺物…………… •••49

第 5 図 調査区全測図・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・14• 15 第 40 図第161号住居跡・出土遺物・…………••51

第 6似l第118• 132 • 136号住居跡出土遺物…16 第41図 第163号住居跡・出土遺物……………52

第 7図 第105号住居跡・出土遺物……………17 第42図 第164号住居跡 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・53

第 8図 第106号住居跡・出土遺物..………… •17 第43図 第164号住居跡出土遺物(1) ………… •••54

第 9 図第107号住居跡・出土遺物…•………••18 第44図 第164号住居跡出土遺物(2) ………… •••55

第10図 第108• 162号住居跡・・・・・・・・・ • ・ • • ・・・・・・・・・・・19 第45図 第165号住居跡・出土遺物…•………••56

第11図 第108• 162号住居跡出士遺物…………20 第46図 第166号住居跡・出土遺物…•………••58

第12図 第109号住居跡 ..・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・21 第47図 第167号住居跡・出土遺物·…………••59

第13図 第109号住居跡出土遺物………………22 第48図 第168号住居跡 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..60 

第14図 第110号住居跡・出士遺物••••……… ••23 第49図 第168号住届跡出土遺物••………… ••••61

第15図 第119号住届跡・出土遺物…•………••24 第50図 第169• 404号住居跡・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・63

第16図 第120号住居跡 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・25 第51図 第169号住居跡出士遺物…………•…••64

第17図 第120号住居跡出土遺物…………•…••26 第52図 第170号住居跡・出土遺物…………•••65

第18悩 第121号住居跡・出土遺物••………… •28 第53図 第171号住居跡・出士遺物……………66

第19図 第122号住居跡 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・29 第54図 第172号住居跡・出上遺物…••………•67

第20図 第122号住居跡出土遺物…••••…… •••••30 第55図 第173号住居跡 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・68

第21図 第123号住居跡 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..,31 第 56図第173号住居跡出土遺物•…••….....… •69

第22図 第123号住居跡出土遺物(1) …•……… ••32 第 57 図第174号住居跡・出土遺物………••… •70

第23図 第123号住居跡出土遺物(2).. ………… •33 第58図 第175号住居跡 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・71

第24図 第124号住居跡 ·・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・• •34 第59図 第175号住居跡出土遺物………………72

第25図 第124号住居跡出土遺物(1) ………••… •35 第60図 第176号住居跡 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・...73 

第 26図第124号住居跡出土遺物(2) …•……… ••36 第61図 第177号住居跡 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ •73

第27図 第126号住居跡 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ •37 第 62 図第177号住居跡出土遺物・……………••74

第28図 第130• 134号住居跡・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・38 第63図 第178号住居跡 ..・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・75

第 29 図第130号住居跡出土遺物………..…••••39 第 64 図第178号住居跡貯蔵穴…•………....… •76

第30図 第131号住居跡 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ •39 第65図 第178号住居跡出土遺物(1)•…………••77

第31図 第135号住居跡・出土遺物……………41 第66図 第178号住居跡出土遺物(2)••• …•…… ••78

第32図 第154号住居跡 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・• •42 第67図 第179号住居跡・出土遺物……………79

第33図 第154号住居跡出土遺物………………43 第68図 第183号住居跡・出土遺物…………•••80

第34図 第155号住居跡 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ •44 第69図 第184号住居跡 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・81

第35図 第156号住居跡・出土遺物……………45 第70図 第184号住居跡出土遺物………………82

- - - - - - - ---------- -

- - - - - -- - -------------- - - - - -



第71図 第185号住居跡 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・83

第72図 第186号住居跡 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・84

第73図 第186号住居跡出土遺物(1)•…………••85

第74図第186号住居跡出士遺物(2)……………86

第75図 第187号住居跡 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ •86

第76図 第188号住居跡・出土追物…..………•87

第77図 第189号住居跡 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ •88 

第 78図第189号住居跡出土遺物·…………… ••89

第79図 第190号住居跡・出土遺物……………90

第80図 第191• 192号住居跡・出土遺物………91

第81図 第193号住居跡・出土遺物…•………••93

第82図 第194号住居跡 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・• •94 

第83図 第194号住居跡出土遺物(1) ………•… ••95

第84図 第194号住屈跡出土遺物(2)•• …………•96

第85図 第195• 196号住居跡・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・• •97 

第86図 第197号住居跡・出土遺物·…………••98

第87図 第198• 199号住居跡・出土遺物………99

第88図 第200号住居跡・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・100

第89図 第200号住居跡出士遺物(1)……………101

第90図 第200号住居跡出士遺物(2)•…………••102

第 91 図第201号住居跡・出士遺物•………•…•104

第92図 第202号住居跡・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・104

第93図 第203号住居跡・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・105

第94図 第204号住居跡・出士遺物……•…… ••106

第95図 第205号住居跡・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・107

第96図 第205号住居跡・出上遺物……………108

第97図 第206号住居跡・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・109

第98図 第206号住居跡出士遺物………………110

第99図 第207・ 208号住居跡・出土遺物…・・・111

第100図 第209号住居跡・出土追物……………112

第101図 第210号住居跡 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・113

第102図 第210号住居跡出士遺物………………114

第103図 第211号住屈跡 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・115

第104図第211号住居跡出土遺物………………116

第105図 第212号住居跡 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・117

第106図 第213号住居跡・出土遺物・………••…118

第107図第214号住居跡・出土遺物……………119

第108図 第215号住居跡・出土遺物……………120

第109図 第216号住居跡・出土遣物…•………••122

第110図 第217号住居跡 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・123

第111図 第217号住居跡出土遺物………………124

第112図 第218号住居跡 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・125

第113図 第218号住居跡出土遺物………………126

第114図 第219号住居跡・出土遺物•…………••127

第115図 第220号住居跡・出土遺物・・………… •128

第116図 第221• 226号住居跡 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・129

第117図 第221号住居跡出土遺物………………130

第118図 第222号住居跡・出土遺物……………131

第119図 第221• 222号住居跡出士遺物………132

第120図 第223号住居跡 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・133

第121図第223号住居跡出土遺物………………134

第122図 第224• 225号住居跡 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・135

第123図 第224号住居跡出土遺物(1) …………•••136

第124図 第224号住居跡出士遺物(2)……………137

第125図 第224号住居跡出土遺物(3)……………138

第126図第228号住居跡・9出土遺物……………139

第127図 第366号住居跡・出土遺物・・..……… ••140

第128図 第 1 号掘立柱建物跡•…·…...•…·・・・・・ 142

第129図 第 1号掘立柱建物跡・出土遺物……143

第130図 第2号掘立柱建物跡 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・144

第131図 第2号掘立柱建物跡出上遺物………145

第132図 第 3 号掘立柱建物跡・出上遺物…•••146

第133図 第 4 号掘立柱建物跡・・・・•…..…·…… •147

第134図 第12号掘立柱建物跡・出土遺物•…••148

第135図 第71~75号土坑 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・150

第136図 第73~75号士坑出土遺物……………151

第137図 第76• 77 • 79 ・ 80号土坑 ..・・・・・・・・・・・・・153

第138図 第76• 77 • 79 • 80号士坑出土遺物・・・154

第139図 第81~87号士坑 ..・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・156

第140図 第96-101号土坑 ..・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・157

第141図 第102~107号上坑 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・158

第142図第99'• 104~ 106号土坑出土遺物·…••159

第143図 第108-113号土坑 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・161

第144図 第111• 112号土坑・出上追物·……••162

---- --------―---------――- --------- ---------―- -----



第145図 第218号土坑 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・163

第146図第3号溝跡・出土遺物………………164

第147図 第12号性格不明遺構・出土遺物……165

第148図 第13号性格不明遺構・出土遺物……166

第149図 第13号性格不明遺構出土遺物………167

第150図第18号性格不明遺構…………•……••168

第151図 第19号性格不明遺構・出士遺物……168

第152図 第20号性格不明遺構・出土遺物……169

第153図 ピット ・出土遺物 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・170

第154図 グリッド出土遺物 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・172

第155図 如意遺跡D区全測図・・・・・・•………… ••173

第156図 第227号住居跡 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・174

第157図第227号住居跡出土遺物……•………••175

第158図第229-233号住居跡(I).. ……………•176

第159図 第229-233号住居跡(2)・・・・・・・・・・・・・・・・・・177

第160図第229号住居跡出土遺物(1)……………177

第161図 第229号住居跡出土遺物(2)……………178

第162図 第230号住居跡出士遺物………………180

第163図第231• 233号住居跡出土遺物………180

第164図 第234-238号住居跡(1)・・・・・・••…•・・・・・・ 182

第165図第234-238号住居跡(2) ……••……••• •183 

第166図 第234号住居跡遺物出土状況…………184

第167図第234号住居跡出土遺物(1)•…………••185

第168図 第234号住居跡出土遺物(2)•…………••186

第169図 第234号住居跡出土遺物(3)·; …………•188

第170図第234号住居跡出士遺物(4)·…………••189

第171図第234号住居跡出土遺物(5)•…………••191

第172図 第234号住居跡出土遺物(6)……………192

第173図第234号住居跡出土遺物(7) …………•••193

第174図 第234号住居跡出土遺物(8)……………194

第175図 第234号住居跡出土遺物(9)……………195

第176図第239• 240号住居跡……• •……… ••••197 

第177図 第239号住居跡出土遺物………………197

第178図第240号住居跡出土遺物•……………••198

第179図 第241号住居跡 ..・・・・・・・・・・・・・・・・よ・・・・・・・・・199

第180図第241号住居跡出土遺物………………199

第181図 第242号住居跡 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•… ····200

第182図第242号住居跡出土遺物(1) …•………••201

第183図 第242号住居跡出土遺物(2) ……•…… ••202

第184図 第243号住居跡・出土遺物……………203

第185図 第244号住居跡 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・204

第186図 第244号住居跡出土遺物(1)……………205

第187図 第244号住居跡出土遺物(2)……………206

第188図 第245号住居跡 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・207

第189図 第245号住居跡出土遺物•……………••208

第190図 第246号住居跡 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・209

第191図第246号住居跡出土遺物………………210

第192図第247号住居跡・出土遺物…•………••211

第193図 第248号住居跡 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・211

第194図第248号住居跡出土遺物……•………••212

第195聞 第249号住居跡 ・・・..…・・・・・・ •…•・・・・・・・・214

第196図第249号住居跡出土遺物……………•••214

第197図 第250号住居跡出土遺物……••………•215

第198図 第250• 251号住居跡・・・・・・・ • ・ •…•…•・・・216

第199図第251号住居跡出土遺物………………217

第200図 第252号住居跡出土遺物………………218

第201図 第252• 253号住居跡 ・・・・・・・・・・・・・・ C・・・・・・219

第202図 第254• 255号住居跡・出土遺物……221

第203図 第255号住居跡出土遺物………………222

第204図 第256号住居跡 ・·…....…• ·…・・・・・..… •224

第205図 第256号住居跡出土遺物………………225

第206図 第361号住居跡 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・226

第207図第361号住居跡出土遺物(1) …..………•227

第208図 第361号住居跡出土遺物(2)……………228

第209図 第361号住居跡出土遺物(3)· …………••229

第210図 第362号住居跡 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・230

第211図第362号住居跡出土遺物…••••……… ••231

第212図第363• 364 • 368号住居跡•…………••232

第213図第363• 364 • 368号住居跡出土遺物…233

第214図 第365号住居跡 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・234

第215図第365号住居跡出土遺物………………234

第216図 第367号住居跡(1)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・235

第217図 第367号住居跡(2)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・236

第218図 第367号住居跡出土遺物……•………••237



第219図 第369号住居跡 ・·…•・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・238 第256図 第386号住居跡出土遺物(2) …•……•… •275

第220図第369号住居跡出土遺物……………•••239 第257図 第394号住居跡 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・277

第221図 第370号住居跡 ・・・・・・・・・・・・• •…...・・・・・・・ 241 第258図 第394号住居跡出土遺物……………•••277

第222図第370号住居跡出±遺物……•…•……•242 第259図 第395号住居跡 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・278

第223図 第371号住居跡 ・・・・・・・・・・..…....・・・・・・・・244 第260図 第395号住居跡出土遺物•……………••279

第224図第371号住居跡出土遺物……•………••245 第261図 第397• 398号住居跡 ·…•・・・・・・・・・・・・・・・・ 279

第225図 第372号住居跡 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・247 第262図第397号住居跡出土遺物………………280

第226図第372号住居跡出土遺物……••………•248 第263図 第398号住居跡出土遺物………………280

第227図 第373号住居跡出土遺物………•……••249 第264図 第403号住居跡・出土遺物…………•••281

第228図第373• 393 • 545号住居跡(1)………•••250 第265図 第405号住居跡 ・・・..…•...…·・・・・・・・・・・・282

第229図第373• 393 • 545号住居跡(2)………・・・251 第266図 第405号住居跡出土遺物…••…………•282

第230図 第393号住居跡出土遺物•……………••251 第267図 第541号住居跡 ....・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・283

第231図策545号住居跡出土遺物・……………••252 第268図第541号住居跡出土遺物……………•••284

第232図第374号住居跡出土遺物(1)……………253 第269図 第547号住居跡出土遺物…………•…••284

第233図 第374号住居跡(1)···· ・・・・・・・・・・・・・・・・·…•・・254 第270図 第547号住居跡 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・285

第234図 第374号住居跡(2)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・255 第271図 第549号住居跡 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・286

第235図 第374号住居跡出土遺物(2)……………256 第272図 第549号住居跡出土遺物……………•••287

第236図 第375号住居跡 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・258 第273図 第550号住居跡 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・287

第237図第375号住居跡出土遺物………………259. 第274図 第550号住居跡出土遺物(1)••………… •288

第238図第376号住居跡・出土遺物……………260 第275図 第550号住居跡出土遺物(2)•……•…… •289

第239図 第377号住居跡 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・261 第276図 第551号住居跡・出土遺物………•…••290

第240図第377号住居跡出土遺物………………261 第277図第 5 号掘立柱建物跡………………•••291

第241図 第378号住居跡 ・・・・・・・・・・・・・・•…...・・・・・・262 第278図 第6号掘立柱建物跡(1)・出土遺物・・・292

第242図 第379• 388号住居跡・出土遺物……263 第279図 第 6 号掘立柱建物跡(2) ……….....… •293

第243図 第380号住居跡 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・264 第280図 第 7 号掘立柱建物跡…••…………••・・294

第244図第380号住居跡出土遺物………………264 第281図 第8号掘立柱建物跡・出土遺物……295

第245図第381号住居跡・出土遺物……………265 第282図 第 9 号掘宜柱建物跡・出土遺物·…••296

第246図 第382号住居跡 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・266 第283図 第10号掘立柱建物跡・出土遺物…•••298

第247図 第382号住居跡出土遺物(1)•…………••267 第284図 第11号掘立柱建物跡・・•…•…..・・・・・・・・・299

第248図第382号住居跡出土遺物(2)……………268 第285図土坑(1)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・301 

第249図第383号住居跡出土遺物……………•••268 第286図土坑(2)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・302 

第250図 第383号住居跡 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・269 第287図土坑(3).......................................305 

第251図 第384号住居跡 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・270 第288図土坑(4).......................................306 

第252図第384号住居跡出土遺物……••………•271 第289図土坑(5)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・308 

第253図 第385• 387号住居跡・出土遺物……272 第290図土坑(6)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・311 

第254図 第386号住居跡 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・273 第291図 土坑出土遺物(1) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・• •313 

第255図第386号住居跡出土遺物(1)……………274 第292図 土坑出土遺物(2)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・314



第293図

第294図

第295図

第296図

第297図

第298図

第299図

第300図

第301図

第302図

第303図

第304図

第305図

第306図

川端遺跡

第307図

第308図

第309図

第310図

第311罰

土坑出土遺物(3) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ •315

土坑出土遺物(4)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・316 

土坑出土遺物(5) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ •317

第21号性格不明追構…………••……•318

第2• 3号炉跡 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・• •319 

第 1 号墓壊・出土遺物…••…………•319

近世募壊出土遺物•••…••……•…••… •320

グリッドピット・出土遺物・・•…••…•321

グリッド出土遺物(1)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・322 

グリッド出土遺物(2)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・323 

表採遺物 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・324

縄文時代の遺物(1)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・326 

縄文時代の遺物(2)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・327

縄文時代の遺物(3)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・328 

周辺の地形図 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・330

) I I端遺跡全測図．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．..331 

第1号住居跡 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・• •332 

第 1 号住居跡出土遺物…••………… •333

第 2 号住居跡・出土遺物…•……… ••333

第312図

第313図

第314図

第315図

第316図

第317図

第318図

第319図

第320図

第321図

第322図

第323図

第324図

第325図

第326図

第327図

第328図

第329図

第330図

第331図

第3号住居跡 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ •334

第 3 号住居跡出土遺物••…••・ ••…•… •335 

第4号住居跡 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・• •335 

第4号住居跡出土遺物 ......…••・・・・・ ••336

第5号住居跡 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・• •336 

第6号住居跡 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ •337

第 6 号住居跡出土遺物•……•…...…•338

第 7 号住居跡・出土遺物・••…••… •···339

第8• 9号住居跡 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ •340

第 8 号住居跡出土遺物・・••••……••… •341

第 9 号住居跡出土遺物・・…•....…… ••341

第10号住居跡 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ •342

第10号住居跡出土遺物·…••......… ···343

第11号住居跡 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・345

第11号住居跡出土遺物••…• •• …•… ···346 

第12号住居跡・出土遺物…•………••347

土坑(1)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・348 

士坑(2)・出土遺物 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・• •349 

第1号溝跡 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・351

縄文時代の遺物 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・352

|
 

|
 

|
 

|
 

|
 

|
 

|
 

|
 

|
 

|
 

|
 

|
 

|
 

|
 

|
 

|
 

|
 

|
 

|
 

|
 

|
 

|
 

|
 

|
 

|
 

|
 

I
 
|
 

|
 

|
 

|
 

|
 

|
 

|
 

|
 



図版目次

l 

図版1 如意遺跡C区南部

如意遺跡D区北部

図版2 第105号住居跡第106号住居跡

第107号住居跡

図版3 第108号住居跡第109号住居跡

第110号住居跡

図版4 第119号住居跡カマド遺物出土状況

第119号住居跡第120号住居跡

図版5 第122号住居跡第123号住居跡

第124号住居跡

図版6 第126・131号住居跡第130・134号住居跡

第154号住居跡P2遺物出土状況

図版7 第155号住居跡第156号住居跡

第157号住居跡

図版8 第158号住居跡第158号住居跡カマド

第159号住居跡

図版9 第160号住居跡第160号住居跡カマド

第161号住居跡

図版10 第163号住居跡

第164号住居跡遺物出土状況

第164号住居跡カマド遺物出土状況

図版11 第164号住居跡ピット遺物出土状況

第164• 173号住居跡第165号住居跡

図版12 第166号住居跡第167• 168号住居跡

第168号住居跡カマド

図版13 第169号住居跡貯蔵穴遺物出土状況

第169号住居跡カマド 第169号住居跡

図版14 第170号住居跡第171号住居跡

第171号住居跡カマド

図版15 第172号住居跡第174号住居跡

第175号住居跡

図版16 第175号住居跡貯蔵穴遺物出土状況

第177号住居跡

第177号住居跡カマド遺物出土状況

図版17 第177号住居跡カマド

_l ----

第178号住居跡

第178号住居跡カマド周辺遺物出土状況

図版18 第179号住居跡第183号住居跡

第184号住居跡遺物出土状況

図版19 第184号住居跡第185号住居跡

第186号住居跡

図版20 第186号住居跡貯蔵穴造物出土状況

第187号住居跡第188号住居跡

図版21 第189号住居跡

第189号住居跡カマド遺物出土状況

第189号住居跡貯蔵穴遺物出土状況

図版22 第190号住居跡第191号住居跡

第194号住居跡遺物出土状況

図版23 第194号住居跡第194号住居跡カマド

第195• 196号住居跡

図版24 第197• 202号住店跡第198号住居跡

第199号住居跡カマド

図版25 第200号住居跡遺物出土状況

第200号住居跡カマド遺物出土状況

第200号住居跡

図版26 第201号住居跡第203号住居跡

第204号住居跡

図版27 第204号住居跡p1紡錘車出土状況

第205号住居跡

第205号住居跡カマド遺物出土状況

図版28 第206号住居跡第207• 208号住居跡

第209号住居跡

図版29 第210号住居跡第211号住居跡

第211号住居跡カマド遺物出土状況

図版30 第205・206・212号住居跡第213号住居跡

第214号住居跡

図版31 第215号住居跡第215号住居跡カマド

第216号住居跡

図版32 第217号住居跡第218号住居跡

第219号住居跡



図版33 第220号住居跡第221・222・226号住居跡

第223号住居跡貯蔵穴遺物出土状況

図版34 第223号住居跡

第224号住居跡カマド遺物出土状況

第224• 225号住居跡

図版35 第366号住居跡第1号掘立柱建物跡

第2号掘立柱建物跡

図版36 第3号掘立柱建物跡第4号掘立柱建物跡

第12号掘立柱建物跡

図版37 第76号土坑第77号土坑第97号土坑

図版38 第99号土坑第103号土坑第104号土坑

図版39 第106号土坑第107号土坑第108号土坑

図版40 第109号土坑第111号土坑第112号土坑

図版41 第3号溝第18号性格不明遺構

H-19グリッドピット 1

図版42 第227号住居跡

第229• 230 • 231 • 232 • 233号住居跡

第229号住居跡カマド

図版43 第234• 235 • 236 • 237 • 238号住居跡

第234号住居跡遺物出土状況

第234号住居跡カマド

図版44 第234号住居跡カマド遺物出土状況

第234号住居跡南東部遺物出土状況

第234号住居跡南東部遺物出土状況

図版45 第239• 240号住居跡

第239号住居跡カマド

第240号住居跡カマド

図版46 第241号住居跡遺物出土状況

第241号住居跡遺物出土状況

第242号住居跡・第116号土坑

図版47 第242号住居跡カマド遺物出土状況

第243号住居跡・第115号土坑

第243号住居跡カマド

図版48 第244号住居跡

第244号住居跡カマド遺物出土状況

第245号住居跡

図版49 第245号住居跡カマド

第246• 247号住居跡

第246号住居跡カマド遺物出土状況

図版50 第244• 245 • 248号住居跡

第249号住居跡・第120号土坑

第249号住居跡カマド

図版51 第249号住居跡貯蔵穴遺物出土状況

第250号住居跡第250号住居跡カマド

図版52 第251号住居跡

第251号住居跡カマド遺物出土状況

第252号住居跡

図版53 第252号住居跡カマドA

第252号住居跡カマドB

第252• 253 • 254 • 255号住居跡

図版54 第255号住居跡カマド

第361• 380号住居跡

第361号住居跡カマド遺物出土状況

図版55 第361• 362号住居跡

第362号住居跡カマド

第363• 364 • 368号住居跡

図版56 第365号住居跡

第365号住居跡カマド遺物出土状況

第367号住居跡遺物出土状況

図版57 第367号住居跡カマド

第369号住居跡遺物出土状況

第369号住居跡カマド

図版58 第369号住居跡貯蔵穴遺物出土状況

第370号住居跡第371号住居跡

図版59 第371号住居跡カマド

第372号住居跡第372号住居跡カマド

図版60 第372号住居跡貯蔵穴遺物出土状況

第374号住居跡第374号住居跡カマド

図版61 第375号住居跡遺物出土状況

第371• 377号住居跡

第377号住居跡カマド

図版62 第367• 378号住居跡カマド

第379号住居跡第379号住居跡カマド

図版63 第361・380号住居跡第366・381号住居跡



第382号住居跡遺物出土状況 第122号住居跡出土遺物

図版64 第383号住居跡第384号住居跡 図版81 第122号住居跡出土遺物

第384号住居跡カマド遺物出土状況 第123号住居跡出土遺物

図版65 第385• 387号住居跡第386号住居跡 第124号住居跡出土遺物

第388号住居跡 第154号住居跡出土遺物

図版66 第388号住居跡カマド 第156号住居跡出土造物

第393• 394号住居跡 第160号住居跡出土遺物

第394号住居跡カマド 第161号住居跡出土遺物

屈版67 第395号住居跡第397・ 398号住居跡 第164号住居跡出土遺物

第405号住居跡 図版82 第164号住居跡出上遺物

図版68 第541号住居跡第541号住居跡カマド 第166号住居跡出土遺物

第550号住居跡カマド遺物出土状況 第168号住居跡出土遺物

図版69 第550号住居跡貯蔵穴遺物出土状況 第169号住居跡出土遺物

第551号住居跡 第5号掘立柱建物跡 第171号住居跡出土遺物

図版70 第6号掘立柱建物跡第7号掘立柱建物跡 第172号住居跡出土遺物

第8号掘立柱建物跡 第173号住居跡出土遺物

図版71 第9号掘立柱建物跡第10号掘立柱建物跡 第175号住居跡出士追物

第11号掘立柱建物跡 図版83 第175号住居跡出土遺物

図版72 第114号土坑第121号土坑第122号土坑 第178号住居跡出土遺物

図版73 第124号土坑第125号土坑 第184号住居跡出士遺物

第127号土坑遣物出士状況 第186号住居跡出土遺物

図版74 第129号土坑第130号土坑第131号士坑 図版84 第188号住居跡出土遺物

図版75 第132号土坑第135号士坑遺物出土状況 図版85 第189号住居跡出士遺物

第136号士坑 第194号住居跡出上遺物

図版76 第140号土坑第141号土坑第142号土坑 図版86 第194号住居跡出士遺物

図版77 第143号土坑第145号土坑 第205号住居跡出士遺物

第213号土坑遺物出土状況 第206号住居跡出土遺物

図版78 第219号土坑遺物出土状況（上層） 第207号住居跡出士遺物

第219号土坑遺物出土状況（卜層） 第217号住居跡出土遺物

第220号土坑遺物出士状況 第218号住居跡出土遺物

図版79 第1号墓壊人骨出土状況第2号炉跡 図版87 第219号住居跡出土遺物

第2号炉跡断面 第220号住居跡出土遺物

図版80 第136号住居跡出土遺物 第221号住居跡出土遺物

第108号住居跡出士遺物 第221• 222号住居跡出土遺物

第109号住居跡出土遺物 第224号住居跡出士遺物

第110号住居跡出土遺物 図版88 第224号住居跡出士遺物

第120号住居跡出土遺物 第228号住居跡出土遺物



第229号住居跡出土遺物 第3号掘立柱建物跡出土遺物

第230号住居跡出上遺物 第75号土坑出士遺物

第234号住居跡出土遺物 第77号土坑出士遺物

図版89 第234号住居跡出土遺物 第106号土坑出士遺物

図版90 第234号住居跡出土遺物 第135号土坑出土遺物

第240号住居跡出士遺物 第215号土坑出土遺物

第242号住居跡出土遺物 図版97 第213号士坑出土遺物
l i 

I 
第244号住居跡出土遺物 第219号土坑出土遺物

11 

第247号住居跡出土遺物 図版98 第219号土坑出土遺物

第250号住居跡出土遺物 第220号士坑出土遺物

図版91 第251号住居跡出土遺物 第222号土坑出土遺物

第252号住居跡出士遺物 第13号性格不明遺構出士遺物

第255号住居跡出土遺物 図版99 第13号性格不明遺構出土遺物

第256号住居跡出土遺物 第19号性格不明遺構出土遺物

第361号住居跡出土遺物 I-19グリッドP3出土遺物

図版92 第361号住居跡出土遺物 L-15グリッド出士遺物

第362号住居跡出土遺物 P-17グリッドPl出土遺物

第365号住居跡出土遺物 図版100 第122号住居跡出士遺物

第367号住居跡出土遺物 第123号住居跡出土遺物

図版93 第369号住居跡出土遺物 図版101 第164号住居跡出土追物

第370号住居跡出土遺物 第169号住居跡出土遺物

第371号住居跡出土遺物 第173号住居跡出上追物

第372号住居跡出土遺物 第174号住居跡出土遺物

第373号住居跡出土遺物 図版102 第174号住居跡出土遺物

第374号住居跡出土遺物 第175号住居跡出士遺物

図版94 第375号住居跡出土遺物 第177号住居跡出土遺物

第382号住居跡出土遺物 第178号住居跡出土遺物

第383号住居跡出土遺物 第184号住居跡出土追物

第386号住居跡出士遺物 図版103 第186号住居跡出土遺物

図版95 第386号住居跡出土遺物 第188号住居跡出土遺物

第393号住居跡出土遣物 第194号住居跡出土遺物

第394号住居跡出土遺物 第200号住居跡出土遺物

第397号住居跡出土遺物 図版104 第200号住居跡出土遺物

第541号住居跡出土遺物 第204号住居跡出士遣物

第549号住居跡出士遺物 第206号住居跡出土遺物

第550号住居跡出土遺物 図版105 第206号住居跡出土遺物

図版96 第550号住居跡出土遺物 第209号住居跡出土遺物

---------------―- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -



第224号住居跡出土遺物 図版121 第224号住居跡出土遺物

第234号住居跡出土遺物 第234号住居跡出土遺物

図版106 第234号住居跡出土遺物 図版122 第234号住居跡出土遺物

図版107 第234号住居跡出土遺物 図版123 第234号住居跡出土遺物

第241号住居跡出土遺物 図版124 第234号住居跡出土遺物

第242号住居跡出上遺物 第242号住居跡出土遺物

図版108 第242号住居跡出土遺物 第252号住居跡出土遺物

第249号住居跡出土遺物 図版125 第255号住居跡出土遺物

図版109 第251号住居跡出土遺物 第367号住居跡出土遺物

第252号住居跡出土遺物 第372号住居跡出土遺物

第255号住居跡出土遺物 図版126 第374号住居跡出土遺物

第256号住居跡出土遺物 第377号住居跡出土遺物

第361号住居跡出土遺物 第382号住居跡出土遺物

図版110 第369号住居跡出土遺物 第386号住居跡出土遺物

第377号住居跡出土遺物 図版127 第541号住居跡出土遺物

第382号住居跡出土遺物 第550号住居跡出土遺物

図版111 第382号住居跡出土遺物 第104号土坑出土遺物

第550号住居跡出土遺物 第13号性格不明遺構出土遺物

第220号土坑出土遺物 図版128 第13号性格不明遺構出土遺物

図版112 第219号土坑出土遺物 第214号住居跡出土遺物

L-15グリッド出土遺物 第175号住居跡出土遺物

図版113 第123号住居跡出土遺物 第178号住居跡出土遺物

第164号住居跡出土遺物 第179号住居跡出土遺物

図版114 第168号住居跡出土遺物 第217号住居跡出土遺物

第175号住居跡出土遺物 図版129 第194号住居跡出土遺物

第177号住居跡出土遺物 第169号住居跡出土遺物

図版115 第178号住居跡出土遺物 第227号住居跡出土遺物

図版116 第184号住居跡出土遺物 第229号住居跡出土遺物

第194号住居跡出土遺物 第234号住居跡出土遺物

第200号住居跡出土遺物 第375号住居跡出土遺物

図版117 第200号住居跡出土遺物 第374号住居跡出土遺物

図版118 第200号住居跡出土遺物 第393号住居跡出土遺物

第205号住居跡出土遺物 図版130 石製品類

第206号住居跡出土遺物 第154• 206号出土鉄器

図版119 第223号住居跡出土遺物 第205号住居跡出土遺物鉄器

第224号住居跡出土遺物 図版131 第1号墓壊出土遺物

図版120 第224号住居跡出土遺物 近世墓壊出土遺物



図版132 住居跡出土砥石・石製品 図版139 第8• 9号住居跡第8号住居跡カマド

第164号住居跡出土遺物 第10号住居跡遺物出上状況

P-18グリッド出士板碑 図版140 第10号住居跡カマド遺物出土状況

図版133 川端遺跡全漿（西から） 第10号住居跡貯蔵穴遺物出土状況

川端遺跡全景（東から） 第10号住居跡南側遺物集中

図版134 第1号住居跡・第10• 11号土坑 図版141 第11号住居跡・第12号土坑

第1号住居跡カマド遺物出土状況 第11号住居跡遺物出土状況

第2• 3 • 4 • 5号住居跡 第12号住居跡

図版135 第2号住居跡・第4号土坑 図版142 第2号住居跡出土遺物

第2号住居跡カマド 第3号住居跡出土遺物

第3号住居跡 第6号住居跡出土遺物

図版136 第3号住居跡遺物出士状況 第8号住居跡出土遺物

第4号住居跡・第2号土坑 第9号住居跡出土遺物

第4号住居跡カマド遺物出士状況 第10号住居跡出土遺物

図版137 第5号住居跡第6号住居跡 図版143 第8号住居跡出土遺物

第6号住居跡カマド遺物出土状況 第10号住居跡出土遺物

図版138 第6号住居跡貯蔵穴 第7号住居跡 第11号住届跡出土遺物

第7号住届跡カマド



如意遺跡

3. D区の遺構と遺物
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第155図 如意遺跡D区全測図
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(1) 住居跡

第227号住居跡（第156• 157図）

0-17 • 18グリッドに位置する。南東コーナーを

第116号土坑に切られる。平面形は西壁がやや短く、

台形に近い正方形で、長軸4.17m、短軸4.06m、深

さは0.24~0.27mである。主軸方位はN-75°—E を

指す。

床面はほぽ平坦で、壁は開きながら立ち上がる。

カマドは東壁中央に設置される。燃焼部は床面を

25疇掘り込む。覆土には天井部の崩落土が明瞭に

．
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残る(b• C層）。貯蔵穴はカマド右に設けられ、 44X

48cmの円形である。底面に段があり、深さは20cmで

ある。壁溝は検出されなかった。ピットは3本検出

され、 Pl~P3の深さは20cm、29cm、16cmである。

遺物はやや多く出土したが、小片が多く、磨耗が

著しい。接合率は極めて悪い。須恵器には図示した

以外に杯・高台付杯・甕胴部が、土師器は杯・甕が

認められる。

C . C‘ 

“ p o・ E E• 

疇饂
SJ227 
1 灰黄褐色 (IOYR-l/2) 焼土粒子 ・炭化粒子少
2 褐色 (10YR4/4) 黄褐色粒子多
3 にぶい貧褐色 (10YR4/3) 焼土粒子 ・炭化粒子少
4 褐色 (IOYR4/4) 賃褐色プロック多
5 灰黄褐色 (10YR5/2) 灰褐色プロック多

炭化粒子少

6 にぷい黄褐色 (10YR4/3) 砂質

カマド

a にぷい黄褐色 (10YR4/3) 焼土粒子炭化粒子少
b 赤褐色 ・(2.5YR4/6) 天井崩落土焼土プロック多
c 暗赤褐色 (2.5YR3/3) 天井崩落土焼土プロック多
d 暗褐色 (10YR3/3) 焼土ブロック多炭化粒子少
e 暗褐色 (10YR3/4) 焼土粒子少炭化粒子少

?m ,, .. 
第156図第227号住居跡

第227号住居跡出土遺物観察表（第157図）

番号器 種口径器高底径胎

1 蓋 (18.4)I I IABEFJ 

2 甕 (24.5)I I !ABE 

3 土製紡錘車長径4.lCDI 短径2.8CDtlBEJ 

色 調 I残存！出土位置 備 考

良好 灰 40 

良好 灰 10 

普通 iこぶい橙 95 

カマド 末野産かえり径(16.2)cm

B区 ．末野産

B区 厚さ2.2cm 孔径1.00cm 重さ43.95g

第227号住居跡出土土錘観察表（第157図）

番号 長さ 径 孔径 重さ(g) 分類 色調 ， 残存 備 考

4 (5.00) 1. 70 0.50 (12.88) Ba にぶい黄橙 70 A区

5 5.90 2.10 0.50 (18.43) Ca にぷい褐 90 B区

6 (4.40) (1.30). 0.60 (5. 71) Ba にぶい橙 35 A区

- 174-
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如意遺跡
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第157図第227号住居跡出土遺物

第229号住居跡（第158• I 59 • I 60 • I 61図）

N-19グリッドに位置する。第230・231・232・233

号住居跡と重複し、本住居跡が最も新しい。また第

2号炉跡は本住居跡の覆土最上面に構築されてい

た。平面形は正方形に近く、長軸4.92m、短軸4.72

m、深さは0.42~0.51mである。主軸方位はN-7°

-Wを指す。

床面は中央付近が僅かに高くなり、壁はほぼ垂直

に立ち上がる。覆土は3層に大別され、何れも焼土

や炭化粒子を含んでいる。

カマドは北壁中央より西に設置される。燃焼部は

床面を 8⑳程度掘り込み、緩やかに煙道部へ続く。

覆土には天井崩落土が明瞭に残る(a~C層）？貯蔵

穴は北東コーナー近くに設けられ、 112X80cmの楕

円形に直径35cm程の半円形の張り出しがつく形で、

深さは17cmと浅い。壁溝、ピットは検出されなかっ

た。

遺物は多量に出土したが、重複する住居跡からの

混入も多いと考えられる。大半が小片で、磨耗が著

しく、接合率は悪い。須恵器は図示した以外に蓋．

杯が、土師器は杯・甕・台付甕等が認められる。土

錘が破片を含めて30点出土した。

第230号住居跡（第158• 159 • 162図）

N-19グリッドに位置する。第229・231・233号住

居跡と重複し、何れの住居跡にも壊される。平面形

は東西に長い長方形で、長軸6.96m、短軸4.81m、

深さは0.18m前後である。主軸方位は北壁でN-73°

-Eを指す。

床面は乎坦で、壁はほぼ垂直に立ち上がる。覆土

は1層で、深度が浅いため不明瞭だが、埋め戻され

た可能性も考えられる。

カマド、貯蔵穴は検出されなかった。ピットは1

本検出されたが住居跡に伴うものか判断できなかっ

た。深さは24cmである。

遺物は大半が北東コーナー付近からで、小片が少

量出土した。須恵器はなく、土師器は図示した以外

に甕が認められる。

第231号住居跡（第158• 159 • 163図）

N-19グリッドに位置する。第229• 233号住居跡

に切られ、第230号住居跡を切る。平面形は不明だが、

南束壁が2.98mで、南西壁が0.80m検出された。深

さは0.25-0.30mである。主軸方位は南東壁でN

-48°-Eを指す。

床面は第299号住居跡に向って下がり気味で、壁
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如意遺跡

c o.9 C• 
- SJ 233 SJ 229 SJ 230 —• 
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L ----／ープ／

D“l.9 
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｀ 

,.... 
SJ229貯蘊

鬱
F 

2., 
1；蠣》

SJ229 

1 にぶい賃襴色 (10Yl5/4)

2 褐色 (10Yl4/4) 

3 にぶい贄襴色 (10Yl4/3)

4 にぶい贄褐色 (10Yl5/4)

SJ233 

5 褐色 (10Yl4/4) 

6 疇褐色 (10Yl3/4) 

7 にぶい賃襴色 (10Yl5/3)

8 疇褐色 (10Yl3/4) 

SJ231 

9 褐色 (10Yl4/6) 

10 疇襦色 (10Yl3/4) 

11 にぶい賃褐色 (10Yl4/3)

焼土粒子・炭化粒子少

饒土ブロック・慶化粒子少

饒土較子・炭化粒子多

炭化粒子少

焼土粒子・炭化粒子少

炭化較子少

饒土粒子少

炭化較子少

燐土較子・炭化粒子少

饒粒子・炭化較子少

燐土較子少

第159図 第229~233号住居跡(2)

三 ー、 /—三
ご三---- --、

口

□QD 

一己二

ー三旦

SJ232 

12 灰贄褐色 (10Yl6/2) 

13 にぶい賃褐色 (lOYIS/3)

SJ230 

14 褐色

SJ229 カマド

a 賃褐色 (lOY!S/6) 

b 贄褐色 (lOY!S/6) 

c 褐色 (10n4/6) 

d にぶい黄襴色 (lOYRS/3)

e 暗褐色 (10Yl3/4) 

f 黄褐色 (lOYRS/6) 

(IOn4/4) 

炭化粒子少

燐土粒子少

燐土粒子・炭化粒子少

天井崖菖土饒土ブロック・炭化粒子少

天井艤菖土 饒土プロック・炭化粒子多

天井艤菖土燐土ブロック・炭化粒子多

焼土ブロック少

焼土較子・炭化粒子多

炭化粒子粒多燐土粒子少

三二

。
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第160図 第229号住居跡出土遺物(I)
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第229号住居跡出土遺物観察表（第160図）

番号 器 種 日径 器高 底径 胎 土 焼成 色 調 残存 出土位置 備 考

1 蓋 (20.0) BJL 普通 灰 15 B区 末野産

2 蓋 (20.0) BJL 良好 褐灰 10 覆土 末野産

3 高台付坑 (14.6) 5.3 8.0 BCEJL 不良 にぷい褐 60 D区 在地産酸化焔焼成

4 壺？ (7.2) B 良好 灰白 40 A・B区 末野産

5 況： (IO. 0) 3.1 ABDJL 不良 にぷい橙 40 B区 外面黒色処理

6 況： (12. 0) BEJL 不良 にぶい橙 20 D区 内外面磨耗著しい

7 坑 (12.0) 6.9 (6.4) BCEJL 不良 にぶい橙 30 B区 内外面磨耗著しい

8 支 脚 ABCEJL 不良 橙 50 B区 指頭による整形胴部直径約5.5cm， 土製紡錘車 長径4.9cm 厚さ2.2cmBJL 不良 にぶい赤褐 100 A区 孔径0.65CDI 重さ57.86g 裏面指頭痕？

10 石製模造品 縦2.7cm 横(4.2)cm 厚さ0.4cm 孔径0.2cm 80 B区 滑石製有孔円板重さ6.77g 

11 石製模造品 縦(2.l)cm 横（2.3)cm 厚さ (0.3)cm 孔径0.15cm 60 D区 滑石製有孔円板重さ1.69g 裏面剥離
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第229号住居跡出土遺物(2)

は開きながら立ち上がる。覆土は2層に分けられ、

何れも焼土粒子・炭化粒子を含む。

カマド、貯蔵穴は検出されなかった。第229• 233 

号住居跡に壊された部分に設置されていたと考えら
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如意遺跡

第229号住居跡出土土錘観察表（第161図）

「番-号--長さ 径 孔径 重さ (g

12 6.70 3.10 0.90 58.13 

13 6.65 2.30 0.55 30.64 

14 6.85 2 25 0.50 30.05 

15 7.00 1.85 0.40 23.15 

16 7.20 1. 70 0.40 18.68 

17 6.25 2.05 0.50 23.98 

18 6.85 1.55 0.60 (15. 27 

19 7.05 1.55 0.55 14.88 

20 6. 70 1.50 0.55 13.16 

21 5.80 1.90 0.45 19.55 

22 6.40 1.50 0.45 12.03 

23 5.50 1 90 0.45 17.18 

24 (5. 20) 2.05 0.40 (18.06 

25 5.40 1.80 0.50 (12. 77 

26 (5.40) 1.80 0.45 (14.23 

27 5.15 1 50 0.50 9.67 

28 (5.15) 1. 75 0.60 (13.60 

29 (4.40) 1.70 〇.60 (9.68) 

30 (4.50) 1.50 0.35 (8.20) 

31 (4.15) 1.85 0.45 (11. 70 

32 (4.70) 1. 75 0.60 (11.61 

33 (4.50) 1.35 〇.50 (5.47) 

34 (4.30) 1.65 0.50 (9.45) 

35 (3.90) 1. 70 0.45 (11.12 

36 (3.60) (1.85) (0 50) (5.84) 

37 (4.60) (0.85) (0.40) (3. 29) 

38 (3.60) 1.55 0.55 (6.07) 

39 (1.80) o. 70) (0 50) (3.26) 

40 (2.90) (0.80) (0.40) (1. 73) 

41 (2.15) 1.40 0.40 (2.86) 

I 色調 残

明赤褐 10 

浅黄 10 

褐灰 100 C 

浅黄橙 100 D 

明褐 100 D 

褐灰 100 C 

浅黄橙 95 D 

浅黄 100 A 

灰白 100 C 

黙褐 100 B 

橙 100 A 

にぷい黄橙 100 B 

橙 60 B 

浅貿 85 B 

浅黄 80 A 

にぶい黄橙 100 C 

浅黄 60 B 

浅黄 50 D 

明赤褐 45 B 

橙 40 D 

にぶい橙 50 A 

にぶい黄 50 B 

にぷい褐 45 D 

にぶい褐 50 A 

橙 25 B 

明褐 15 A 

橙 45 D 

黒褐 5 B 

にぶい黄橙 25 D 

ーー黒褐 15 A 

れる。ピットは 1本検出され、深さ20cm、覆上に焼

士粒子を含んでいる。

遺物は、小片が少量出士した。何れも磨耗が著し

く、全く接合しない。須恵器が2片、他は土師器で、

杯・甕が認められる。

分類

Ba 

Ba 

Ba 

B'a 

Bb 

Ba 

Ba 

B'a 

B'a 

Bb 

Bb 

Ba 

Ca 

Ca 

Ca 

Ba 

Ba 

Ca 

Ba 

Ca 

Ca 

Ba 

Ca 

Ca 

Ca 

Ca 

Ba 

Aa 

Ca 

考
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備
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似
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区

区

区

区

区
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区

区

区

区
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似

区
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区

区

D
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-
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存

第232号住居跡（第158• 159図）

N • 0-19グリッドに位潰する。第229• 233号住

居跡に切られる。平面形は南北に長い長方形と考え

られ、長軸3.68m、短軸3.35m、深さは0.17-0.22

mである。主軸方位はN-12°-Wを指す。

床面は緩やかな起伏があり、壁は開きながら立ち

上がる。カマド、貯蔵穴、壁溝等は検出されなかっ

fつ--o 

遺物はやや多く出士したが、全て小片で図示でき

る物はなかった。磨耗が激しく、接合しない。須恵

器・土師器共に杯・甕が認められる。

第233号住居跡（第158• 159 • 163図）

N-'--19グリッドに位躍する。第230・231・232号住

居跡を切り、第229号住居跡に切られる。平面形は東

西に僅かに長い長方形で、長軸4.65m、短軸4.18m、

深さは0.42m前後である。主軸方位はN-89°-Eを

指す。

床面はほぼ平坦で、壁はほぼ垂直に立ち上がる。

覆土は2層に大別され、焼土粒＋・炭化粒子を含む。

カマド、貯蔵穴は検出されなかった。ピットは2

本検出され、深さは13cm、15cmである。

遺物は多星に出土したが全て小片で、磨耗が著し

い。接合率は極めて悪い。須恵器は蓋．杯・壺が認、

められるが、全てで15片と量的に少ない。土師器は

杯・甕が見られる。
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第162図第230号住居跡出土遺物

第230号住居跡出土遺物観察表（第162図）

番号 1器 種 I口径 1器高 1底径 1胎土 1焼成 1色調 1残存1出土位置

1 坑 12.7 I 5.6 I [BCDEJ 普通にぷい橙 90 床

備 考

2 I石製模造品l長さ3.1cm幅1.9cm 厚さ0.4cm 孔径0.3cm 90 I 覆土

やや磨耗

滑石製剣形重さ4.10g 

S J231 SJ 233 , _s-7.-_ 

ニ攣讐阜~2 ご 4

10cm 
・,：鼻

R5 `> ①, @8 ◎, ⑥ 10 ゜ 3cm 
192 

第163図第231• 233号住居跡出土遺物

第231号住居跡出土遺物観察表（第163図）

番号 器 種 ロ径器高底径 胎 土 焼成色 調残存出土位置 備 考

1 杯 (11.3) 2.9 ABDE 普通 橙 20 Pl 磨耗著しい

第233号住居跡出土遺物観察表（第163図）

番号 器 種 ロ径 器高 底径 胎 土 焼成 色 調 残存 出土位置 備 考

2 蓋 (16.0) BJL 良好 灰 10 A区 末野産天井部回転ヘラケズリ

3 長頸瓶 (12.0) BJ 良好 灰 15 A区 群馬・秋間産

4 ミニチュア (3.6) 3.2 2.5 BEJ 普通 にぶい褐 40 B区

第233号住居跡出土土錘観察表（第163図）

番号 長さ 径 孔径 重さ (g) 分類 色調 残存 備 考

5 8.70 2.50 0.60 (37.46) Ca 橙 95 A区

6 5.45 2.30 0.40 (25.30) Ca にぷい褐 75 A区

7 (4.10) 2.60 0.45 (22.45) Ca 橙 50 A区

8 5.05 1.80 0.40 16.16 Cb 照褐 100 A区， (3.65) 1.40 0.55 (5.83) Ba 浅黄 50 . B区

10 (4.30) 1.60 0.40 (10.27) Ca にぶい褐 50 A区
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第234号住居跡（第164~175図）

M•N-18·19グリッドに位置する。第235·236・ 

237 • 238号住居跡と重複し、何れの住居跡にも壊さ

れる。発掘調査時は平面プランで他の住居跡との新

旧関係が不明瞭で、本住居跡から第238号住届跡ま

でを同時に調査した。また、用地取得の関係で北側

が2年度に分けられて調査された。平面形は正方形

に近く、長軸8.55m、短軸7.94m、深さは0.62-0.

70mで、重複する 5軒の住居跡の中では最も大きく、

深い。主軸方位はN-73°-Eを指す。

休面はほぼ平坦で、壁は開き気味にに立ち上がる。

覆土中には、士器等と混在して大贔の自然石が含ま

れていた。

カマドは東壁中央よりやや南に設置される。燃焼

部の掘り込みはなく、急激に立ちあがり煙道部へ統

く。覆士には明瞭な焼上層が見られる。カマドの左

右には貯蔵穴かと考えられるピットが検出されたが

(P 1 • P 2)、深さが各10cm、7 cmと浅い。壁溝は

検出されなかった。

遺物は、極めて多量に出土した。第234号住居跡か

ら第238号住居跡までの 5軒をまとめて取り上げた

関係で時期的に様々なものが見られるが、中でも本

住居跡に伴う遺物が多いと考えられる。須恵器は鼠

的にあまり多くはなく、接合率が比較的良い。図示

した以外にも杯・高杯・甕のほか高台付杯等が見ら

れる。土師器は総星で遺物用コンテナ26箱分出士し

た。特に高杯の破片が目立ち、図示した以外にも脚

部だけで20個体以上は確認できた。甑には取っ手を

有するものが見られ、取っ手片で5~6個体は見ら

れる。土錘が破片を含めて38{固出士している。

第235号住居跡（第164• 165図）

M-18グリッドに位演する。第234• 236号住居跡

を切り、第237号住居跡に切られる。第238号住居跡

との関係は不明である。第234号住居跡同様、 2年度

に分かれて調査された。平面形は不明だが、西壁が

4.68m、北壁は0.5m検出された。深さは0.10-0.14

如意遺跡

mと浅い。主軸方位はN-103°-Wを指す。

床面はほぼ平坦で、壁は開き気味に立ち上がる。

覆土は 1層である。

カマドは西壁中央に設阻される。燃焼部の掘り込

みは見られず、左袖の一部が検出された。貯蔵穴．

壁溝等は検出されなかった。

遺物は全て第234号住居跡と同時に取り上げられ

た。

第236号住居跡（第164• 165図）

M-18グリッドに位置する。第234号住居跡を切

り、第235・237号住居跡に切られる。第238号住居跡

との関係は不明である。カマドの先端のみの検出で、

住居跡の規模等はイ＜明である。主軸方位はN-106°

-Wを指す。

カマドは西壁に設置されたと考えられ、長さ47cm、

輻45cm、深さ10cmが検出された。覆土には焼土ブ

ロック・焼土粒子が含まれる。遺物は出上しなかっ

fつ
し~゜

第237号住居跡（第164• 165図）

M•N-18グリッドに位置する。第234·235·236·

238号住居跡と重複し、本住居跡が最も新しい。但し、

既述したように重複する住居跡を同時に掘り進めた

ため、本住居跡のみの検出は出来ず、土層断面等か

ら復原を行った。平面形は東西にやや長い長方形で、

長軸6.84m、短軸6.15m、深さは0.35-0.42mであ

る。主軸方位はN-109°-Wを指す。

床面は平坦で、壁ははぼ垂直に立ち上がる。覆土

は9陪に分けられ、概ね自然堆積と考えられる。

カマドは西壁中央に設置される。平面形はやや歪

み、床而から緩やかに立ちあがり煙道部となる。覆

土には焼上・灰が明瞭に観察された。貯蔵穴・壁溝

は検出されなかった。

遣物は全て第234号住居跡と同時に取り上げられ

た。
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第164図第234~238号住居跡(I)
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如意遺跡

8 63., e• 
-・ SJ234 11 SJ237, 

c
 

c・ 
SJ234 SJ237 SJ235 SJ236,-

D 
SJ234 SJ237 

D' 
SJ235 -

E E' 
- SJ234 SJ237 e SJ238 -

F F" 

I SJ237 SJ235 
d 

G G' 

SJ234 SJ237. -
b 

2m 
1 :60 

SJ237 13 褐色 (10YR4/4) SJ238 カマド
1 にぷい黄褐色 (IOYR5/4) 白色微粒子 14 暗褐色 (JOYR3/4) g にぷい黄褐色 (JOYR5/4) 白色微砂粒・焼土僅か
2 褐色 (IOYR4/4) 炭化粒子 15 褐色 (IOYR4/4) 灰僅か h 褐色 (IOYR4/4) 炭化粒子僅か
3 にぷい負褐色 (IOYR5/4) 炭化粒子 灰負褐色シルト 16 にぷい黄褐色 (10YR4/3) 炭化粒子倦か i 褐色 (IOYR4/6) 灰
4 にぷい黄褐色 (IOYR4/3) 灰黄褐色シルト多 17 暗褐色 (IOYR3/3) 炭化粒子
5 灰黄褐色 (IOYR4/2) 炭化粒子 SJ234 カマド
6 にぷい黄褐色 (IOYR5/4) 黒色粒子 SJ237 カマド j 灰黄褐色 (!OYR4/2) シルト質
7 暗褐色 (10YR3/3) にぶい貧橙シルト a 灰黄褐色 (IOYR4/2) 焼土・灰 k 褐色 (IOYR4/4) 炭化粒・子・橙色粒子
8 にぶい賃褐色 (10YR4/3) 焼土僅か b にぷい黄褐色 (10YR5/4) シルト質 l 褐色 (!OYR4/4) 焼土僅か
9 褐色 (10YR4/4) にぶい黄橙色シルト m 褐色 (IOYR4/4) 焼土多

SJ 2 3 5 カマド n 暗褐色 (IOYR3/3) 灰・焼土多
SJ 2 3 5 c 褐色 (10YR4/4) 焼土 ・灰僅か 0 暗褐色 (10YR3/3) 焼土僅か
10 褐色 (10YR4/4) 白色微粒子 炭化粒子 d にぶい貧褐色 (10YR4/3) 焼土プロック

SJ234 SJ 2 3 6 カマド
II にぶい賃褐色 (IOYR4/3) 白色微粒子 e 黒褐色 (lOY訟／2) 焼土 ・焼土プロック
12 にぷい黄褐色 (IOYR4/3) 灰黄褐色シルト 炭化粒子 f 褐色 (IOYR4/4) 被熱土

第165図第234~238号住居跡(2)
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第166図 第234号住居跡遺物出土状況
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如意遺跡

第234号住居跡出土遺物観察表（第167• 168図）

番号 器 種 ロ径 器高 底径 胎 土 焼成 色 調 1残存 出土位置 I 備 考

1 蓋 (14.0) BJ 良好 灰白 10 産地不明 天井部回転ヘラケズリ

2 蓋 B 良好 灰臼 100 群馬・秋間産 つまみ直径3.6cm

3 杯 BJL 良好 灰 15 産地不明 底部回転ヘラケズリ

4 杯 10.3 5.3 5.3 BJ 良好 灰 90 産地不明 底部回転ヘラケズリ

5 高 t不 11.8 10.4 8.0 BJ 良好 灰 80 産地不明 脚部三方透孔

6 横 瓶 (10.0) B 良好 黄灰 60 群馬・秋間産

7 瓶 (7.4) BJ 普通 灰白 40 末野産

8 短頸壺 11.0 8.5 BL 良好 灰 60 産地不明 底部ヘラ記号， 小 jf土Ij 壺 (10.2) B 良好 暗灰 45 陶邑産

10 甕 ABC 良好 灰 破片 末野産 胴部中位よりやや下部

11 甕 ABC 良好 灰 破片 末野産胴部（底部付近）

12 t不 11.5 5.6 BCEJL 不良 橙 75 外面やや磨耗

13 t不 (12.0) AEJ 普通 にぶい橙 60 

14 杯 (13.0) BDEJ 普通 にぶい橙 40 
15 杯 (15.2) ABJ 普通 橙 30 内外面やや磨耗

16 杯 (13.0) 5.8 ABCDEJL 不良 橙 60 内外面やや磨粍

17 t不 (11.6) 4.0 BCEJ 不良 にぶい橙 40 内外面やや磨粍

18 杯 (13.0) 6.1 ABEJ 普通 灰賀褐 60 
19 t不 (12.2) 5.1 BEJL 普通 橙 60 内外面やや磨粍

20 杯 11.5 4.6 ABCEJL 普通 橙 85 内面黒色処理

21 t不 12.4 5.2 BEJL 不良 橙 100 

22 杯 12.2 5.0 BEJL 不良 明赤褐 30 内外面磨粍著しい

23 t不 (11.6) BEJ 普通 橙 25 内外面やや磨耗

24 t不 (11.0) BEJ 普通 にぷい橙 10 

25 杯 12.0 4.9 BEJL 不良 橙 60 内外面赤彩磨耗著しい

26 t不 (11.6) 4.6 ABEJL 普通 橙 30 

27 杯 (12.0) 4.0 ABJ 普通 にぶい褐 15 内外面黒色処理 内面やや磨耗

28 t不 (13.0) 3.7 BDJ 普通 橙 40 

29 t不 12.4 5.1 EJL 不良 にぷい赤褐 75 

30 t不 (13.0) BEJL 不良 にぶい橙 30 外面やや磨耗

31 杯 (13.0) ABCDEJ 不良 にぶい賀橙 40 内外面やや磨粍

32 杯 (12.6) BJ 普通 にぷい橙 15 

33 t不 (15.0) BJ 普通 黒褐 10 内外面黒色処理

34 杯 (1 4. 0) ABJ 菩通 橙 15 内外面磨耗著しい

35 杯 (13.0) BCJL 普通 灰黄褐 10 外面黒色処理 内面磨耗著しい

36 坪 (14.0) BJ 普通 灰賀褐 10 内外面無色処理

37 杯 (13.6) ABDJ 菩通 にぷい赤褐 30 
38 杯 (13.4) 5.6 ABFJ 普通 にぷい橙 40 やや歪みあり

39 杯 (13.0) BJ 普通 橙 20 

40 J:不 12.8 4.9 BCJ 不良 橙 65 やや歪みあり

41 t不 (11.4) 4.8 BJ 普通 にぷい橙 45 やや歪みあり

42 杯 (11.6) BCDJ 不良 橙 20 内外面やや磨耗

43 t不 (12.0) ABJL 不良 橙 15 内外面磨粍著しい

44 t不 (11.0) BJ 普通 にぷい褐 15 内外面黒色処理

45 J:不 (12.0) BJ 普通 褐灰 15 内外而黒色処理

46 J:不 (10.6) 4.5 JL 普通 にぶい橙 85 

47 J:不 (11.0) 4.4 BDEJL 普通 橙 60 やや歪みあり

48 杯 04.0) 5.8 BEJ 普通 橙 40 外面上半・内面赤彩

49 杯 13.0 4.3 ABCDEJ 普通 にぷい橙 80 
50 杯 (13.4) 5.5 BCEJL 不良 にぷい橙 60 内外面磨粍著しい

51 t不 (12.0) 6.3 BCJL 普通 にぷい褐 40 
52 坑 (13.6) ABEJL 普通 にぷい黄橙 40 
53 坑 (14.0) BCEJL 不良 にぶい橙 15 内外面磨粍著しい

54 坑 14.9 7.5 BCEJL 普通 橙 100 内外面やや磨粍

55 碗 (15.0) 7.9 BCEJL 普通 橙 60 内外面赤彩磨耗著しい

56 塙 (20.0) 7.6 JL 不良 にぷい赤褐 30 内外面やや磨耗

57 ミニチュア (5.8) 2.7 BCJ 普通 にぶい橙 30 内外面やや磨粍

58 ミニチュア 4.9 4.7 BJ 普通 にぶい黄橙 95 二ヶ所穿孔

59 小 jf土IJ 
団- BCDEJL 不良 にぶい橙 65 内外面やや磨粍
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第234号住居跡出土遺物観察表（第168• 169 • 170 • 171 • 172 • 173図）
番号 器 種 ロ径 器高 底径 胎 ± 焼成 色 調 残存 出土位置 備 考

60 坑 BCEJ 普通 橙 80 内面放射状暗文

61 小型壺 7.7 ABJ 不良 にぶい橙 95 
62 高 杯 (17. 0) 13.0 (13.0) BCJL 不良 橙 75 内外面磨耗著しい

63 高 杯 17.1 BCEJL 不良 橙 80 内外面磨耗著しい
64 高 杯 BDEJL 不良 にぷい赤褐 80 内外面赤彩磨耗著しい

65 高 況 (17. O) 11.5 (12.8) BEJL 不良 橙 70 内外面磨耗著しい 外面の一部に赤彩の痕跡
66 高 杯 ABCJ 不良 橙 60 内外面磨耗著しい 外面に赤彩の痕跡
67 高 杯 ABDJL 普通 橙 60 内外面赤彩脚部外面縦ハケ 杯部内面ミガキ
68 高 杯 17.8 BCEJL 不良 橙 95 内外面磨耗著しい

69 高 杯 (18.4) ABCEJL 不良 橙 75 内外面磨耗著しい

70 高 杯 17.0 ABCEJL 不良 橙 80 内外面磨耗著しい 内外面に赤彩の痕跡
71 面 杯 (18.2) BEJL 普通 にぷい赤褐 70 内外面赤彩

72 高 杯 (18. O) 13.7 15.8 BCEJ 普通 にぷい橙 80 内外面赤彩磨耗著しい
73 高 杯 (18.0) BEJL 普通 橙 20 内外面赤彩

74 高 況 10.5 BEJL 普通 にぷい赤褐 75 
75 高 杯 (9.5) BJ 普通 橙 60 
76 高 杯 (10.2) BCJ 不良 にぷい橙 60 
77 高 杯 9.6 BEJ 普通 橙 90 
78 高 杯 ABEJL 不良 にぷい橙 70 
79 高 ，況 (9.6) BJ 不良 明赤褐 40 内外面磨耗著しい

80 高 杯 9.2 ABJ 普通 橙 100 
81 高 杯 BCEJL 不良 にぷい黄橙 60 内外面磨耗著しい

82 高 況 ABCEJL 不良 にぶい赤褐 90 外面赤彩

83 高 t不 BCJL 普通 橙 80 外面やや磨耗

84 高 t不 (12.4) BCEJL 普通 にぷい赤褐 60 外面赤彩

85 高 杯 BCDEJL 普通 明赤褐 90 外面赤彩

86 高 t不 BCJL 不良 赤褐 90 内外面磨耗著しい

87 高 杯 BEJL 不良 浅賀橙 70 内外面磨耗著しい

88 高 杯 (12.0) BJL 不良 橙 40 外面縦～斜ハケ

89 高 杯 BCEJL 不良 橙 90 内外面磨耗著しい

90 高 況： (22.0) BJL 不良 明赤褐 40 
91 高 t不 17.5 ABEJ 不良 橙 60 
92 小型壺 (7.9) ABE 普通 にぶい橙 20 磨耗著しい

93 小型壺 (9.6) 8.0 (5.8) ABCE 普通 褐灰 25 磨耗著しい

94 小型甕 13.2 11.5 6.6 BCEJL 普通 橙 70 
95 甕 11.6 ACE 良好 橙 50 
96 台付甕 8.8 ABEJL 普通 橙 80 
97 台付甕 BCJL 不良 にぶい褐 60 内外面磨耗著しい

98 甕 18.0 28.6 6.4 BCEJL 普通 にぷい橙 80 
99 壺 (18.0) 31.9 (8.0) BCEJL 普通 にぶい橙 60 内外面磨耗著しい

100 甕 4.4 BCEJL 普通 にぷい黄褐 60 外面やや磨耗

101 甕 18.0 30.5 5.4 BCDJL 普通 にぷい橙 60 器形やや歪みあり

102 甕 16.3 30.7 6.6 BCEFJL 普通 にぷい賀橙 85 
103 甕 (19.4) 34.8 5.4 CJL 普通 にぷい黄褐 60 外面やや磨耗

104 甕 (17. O) 6.2 BCEJL 普通 にぷい褐 40 外面やや磨耗

105 甕 16.6 ABCEJL 普通 灰黄褐 70 
106 褒 13.6 BEJL 普通 灰褐 70 やや歪みあり 外面ヘラケズリ後ナデ

107 甕 5.8 ABCEJ 不良 灰褐 70 磨耗著しい

108 喪 19.2 BEJL 普通 にぷい黄橙 40 
109 寝 (17.6) BDEJL 普通 橙 20 外面やや磨耗

110 甕 (22. 6) 30.3 9.0 BEJL 普通 橙 60 器形やや歪みあり 内外面磨耗著しい

111 甕 18.3 30.7 7.4 BCEJL 普通 にぷい黄橙 90 器形の歪み大きい

112 獲 (19.6) BDJL 普通 にぶい橙 40 
113 甕 (17.8) BFJ 普通 橙 30 外面やや磨耗

114 壺 10.8 BEJL 普通 橙 60 
115 型 (18.6) 6.8 ABCJL 普通 にぷい黄橙 60 外面やや磨耗

116 甕 (18. 2) BCJL 普通 にぶい褐 70 
117 甕 (17.6) CJL 普通 灰黄褐 70 

118 甕 (18.0) CEJL 普通 灰褐 60 
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第238号住居跡（第164• 165図） -Wを指す。

N-18グリッドに位置する。第234号住居跡を切

り、第237号住居跡に切られる。第235・236号住居跡

との関係は不明である。カマド部分のみの検出で、

住居跡の規模等は不明である。主軸方位はN-109°

カマドは西壁に設匿されたと考えられ、長さ85cm、

幅65cm、深さ25cmが検出された。カマド先端から土

師器壺が出士したが、第234号住居跡出土迫物と接

合した（第172図114)。

合`］ ！ 
□□ 129 ゜ 3cm 

1:2 

128 
し L--le::J℃二）

R R □33 

2cm こ口 。
II □131 1 3 2 「『9 1 ＇ 130 

第174図 第234号住居跡出土遺物(8)

第234号住居跡出土遺物観察表（第173• 174図）

番号 器 種 口径 器高 底径 胎 土 焼成 色 調 残存 出土位醤 備 考

119 小 型 甕 (15. 9) 14.7 6.6 BCJL 不良 にぷい橙 40 歪み大外面磨耗著しい

120 甑 (5.2) AB 普通 にぷい橙 20 多孔

121 甑 6.0 ABDH 良好 にぶい赤褐 60 雑な作り 孔は偏る孔径2.1cm

122 甑 (22.0) 28.5 (7.0) BCJL 不良 浅賀橙 40 内外面磨耗著しい

123 甑 (22.0) 28.3 (8.0) BCDJL 普通 にぷい橙 60 

124 甑 (17.0) 26.3 (7.6) BCJL 普通 橙 60 器形歪み大きい

125 甑 (20.2) 20.0 7.0 CEJL 普通 にぷい賀橙 60 

126 支 脚 BEJL 普通 橙 50 直径約 5cm 

127 羽 口残存長6.8cm 幅4.4cm 厚さ2.2cm 孔径(2.2)cm 40 重さ58.17g SJ229覆土・炉跡から混入か

128 石製模造品 直径3.20cm 淳さ0.50cm 孔径0.20cm 重さ4.27g 40 滑石製有孔円板

129 石製模造品長さ2.60cm 幅2.00cm 厚さ0.35cm 孔径0.15cm 95 滑石製勾玉重さ3.45g

130 臼 玉直径1.15cm 厚さ0.50cm 孔径0.30cm 重さ0.84g 90 滑石製一部欠損

131 小 玉直径0.70cm 厚さ0.50cm 孔径0.20cm 竜さ0.29g 80 滑石製 一部欠損

132 小 玉直径0.65cm 原さ0.40cm 孔径0.15cm 重さ0.35g 95 滑石製 わずかに欠損

133 土製紡錘車長径4.5cm 短径3.0cmABC 普通 にぷい橙 95 厚さ2.30cm 孔径0.65cm 重さ45.23 g 

第234号住居跡出土土錘観察表（第175図）

番号 長さ 径 孔径 重さ (g) 分類 色調 残存 備 考

134 10.00 3.20 0.80 (87.97) Cb にぷい橙 95 N18G No.26 

135 9.55 3.35 1.00 (82.16) Ca にぷい黄橙 95 N18G No.93 

136 10.20 3.00 0.80 78.75 Ba 明褐 100 A区

137 8.00 1.95 0.55 24.93 Ca にぷい黄褐 100 D区

138 (7.80) 2.10 0.50 (28.83) Cb 浅黄 95 C区

139 7.40 1.85 0.50 (19. 45) Ca にぶい買橙 95 c区
140 (7.40) 1.80 0.60 (19.06) Ca 明赤褐 95 D区

141 7.40 1.30 0.50 15.19 Ca 県褐 100 SJ234 • 235C区

142 6.95 2.00 0.70 27.50 Cb にぷい褐 100 N19G 

143 (5.70) 2.30 0.55 (27.68) Cb 灰賀褐 90 D区

144 5.80 2.20 0.50 (24.25) Ca 祟褐 70 B区

145 (5.90) 1. 75 0.50 (17.53) Cb 熙褐 95 N19G 

146 6.35 1. 95 0.50 22.56 Ca 黒褐 100 SJ235 • 236 
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如意遺跡
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第175図 第234号住居跡出土遺物(9)
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第239号住居跡（第176• 177図）

M-20グリソドに位涸する。第240• 547号住居跡

を切る。遺構確認段階では平面プランやカマドか不

明瞭で、第240号住居跡と同一の住居跡として調査

を始め、途中で2軒と判明した。また、用地の関係

で2年度に分かれて調査された。平面形は南北に僅

かに長い長方形で、長軸5.02m、短軸4.26m、深さ

は0.41-0.60mである。主軸方位はN-126'-Wを

指す。

床面は緩やかな起伏があり、壁は開き気味に立ち

上がる。覆土は大きく 1層で、埋め戻されたか、一

度に埋まった可能性がある。

カマドは西壁中央よりやや南に設涸される。煙道

部付近の上層は撹乱で壊されていた。燃焼部は床面

を10cmほど掘り下げ、覆土には灰層が明瞭に観察さ

れた。貯蔵穴は南西コーナーに設けられ、 74X54cm

の隅丸長方形で、深さは14cmである。カマド側に深

さ24cmのピットがある。壁溝は南壁から北東コー

ナーまで検出され、輻17-3lcm、深さは4-7cmで

ある。

第240号住居跡と混じり合ってしまったが、多量

の遺物が出土した。何れも小片で磨耗が激しく、接

合率は悪い。須恵器は甕、土師器は杯・甕が認めら

れる。

第240号住居跡（第176• 178図）

M-19 • 20に位罹する。第239号住居跡に切られ

る。規模は西壁が3.58m、北壁は2.12m検出された。

深さは0.37-0.46mである。主軸方位はN-121°

-Wを指す。

床面はやや起伏かあり、壁は開き気味に立ち上が

る。カマドは西壁中央に設置される。燃焼部の掘り

込みはなく、煙逍部は急激に立ちあがる。貯蔵穴は

カマド左に設けられ、 78X56cmの楕円形で、深さは

31cmである。壁溝・ピットは検出されなかった。

遺物は第239号住居跡からの混入もあると考えら

れるが、本住居跡には赤彩された土器が見られる。
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如意遺跡

吋

貯蔵穴

＼ o・

゜I 

SJ239 

SJ239 
1 にぷい黄褐色 (IOYR4/3)
2 黒褐色 (10YR3/2) 
3 暗褐色 (10YR3/3) 

4 褐色 (IOYR4/4) 
5 褐色 (10YR4/4) 

SJ239 カマド
a 暗赤褐色 (5YR3/4) 
b 暗褐色 ・ (IOYR3/4) 

c 黒褐色 (IOYR3/2) 
d 暗褐色 (IOYR3/3) 

e にぶい黄褐色 (IOYR4/3)

SJ240 

カマド袖構築土炭化粒子・焼土粒子少

黄褐色粒子多 焼土粒子少

焼土粒子多炭化粒子少

焼土粒子・炭化粒子微

焼土粒子・炭化粒子少 小礫

焼土層多量の暗褐土多

焼土粒子・焼土プロック多

灰層焼土少

焼土粒子・灰粒子多

炭化粒子少

＇ 
;
<
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i
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＜

．
 

SJ240 
6 にぷい黄褐色 (10YR4/3)

7 暗褐色 (10YR3/4) 

SJ240 カマド
f 暗褐色 (10YR3/3) 
g 暗褐色 (10YR3/3) 

h 暗褐色 (10YR3/3) 

i にぶい黄褐色 (10YR4/3)
j にぷい黄褐色 (10YR4/3)
K にぷい黄褐色 (IOYR4/3)
1 にぷい黄褐色 (10YR4/3)

B 3ヽ,、 e・ 

cヽ3,3 c-

〇ヽ 3.1 o・ 

E 3ヽ.3 E-

和
19., 

炭化粒子少

焼土粒子・炭化粒子少

少量の炭化粒子・焼土粒子少

f層に似るが焼土混入多
焼土粒子・焼土プロック多

焼土粒子・炭化粒子多

炭化粒子少

焼土粒子多

炭化粒子少

第176図 第239• 240号住居跡
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第177図 第239号住居跡出土遺物
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第239号住居跡出土遺物観察表（第177図）

番号 器 種 口径 器高 底径 胎 土 焼成 色 調 残存 出土位置 備 考

1 杯 13.4 4.8 ABCDEF 普通 明赤褐 45 覆土 外面縣色処理やや磨耗

2 杯 (12.6) 4.7 ABCDE 将通 赤褐 45 B区 外面磨耗

3 甕 19.6 ACEF 普通 にぶい黄橙 70 覆土 口緑端部磨耗

4 臼 玉 直径1.40cm 厚さ0.60cm 孔径0.25cm 重さ2.04g 95 覆土 滑石製

第239号住居跡出土土錘観察表（第177図）

番号 長さ 径 孔径 重さ (g) 分類 色調 残存 偏 考

5 (2.55) 1.25 0.45 (2.92) Ba 暗灰黄 50 

口上しノ
ご 4 -・----

J ド[5〗 6

⑤
 □工） 9 

10cm 
1 9. ?， ff,? 

第178図 第240号住居跡出土遺物

第240号住居跡出土遺物観察表（第178図）

番号 器 種 口径 器高 底径 胎 土 焼成 色 調 残存 出土位置 備 考

1 坑 (14.0) 5.3 3.6 ACEFJ 不良 橙 50 A区 内外面磨耗・剥落 内面赤彩

2 坑 (13.4) 5.2 BCE 不良 にぷい橙 40 覆土 内外面赤彩磨耗・剥落著しい

3 t不 (13.6) BCFJ 良好 にぶい黄褐 10 覆土 内面赤彩刺落著しい

4 手捏ね 4.3 2.4 BCE 普通 にぷい賀褐 95 A区

5 高 t不 (12.0) BCEF 不良 にぶい褐 40 覆土 磨耗著しい

6 高 t不 BCD 普通 明赤褐 40 A区 磨耗著しい

7 甕 (6.9) BCEFJ 普通 にぶい黄橙 40 覆土 やや磨耗

8 褒 (7.2) ABCEF 不良 にぷい橙 20 A区 内外面磨耗・剥落著しい， 小 玉直径0.60cm 厚さ0.30cm 孔径0.20cm 重さ0.17g 100 覆土 滑石製
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如意遺跡

第241号住居跡（第179• 180図）

N • 0-20グリッドに位置する。第6号掘立柱建

物跡と 9基の近世墓壊に切られ、南東コーナーを撹

乱に壊される。平面形は南北に長い長方形で、長軸

4.05m、短軸3.17m、深さは0.25~0.30mである。

主軸方位はN-20°-Wを指す。

床面は平坦で、壁は開き気味に立ち上がる。

カマド・貯蔵穴は検出されなかった。南壁中央に

135X80cmの台形状の張り出しが検出された。ピッ

トは北壁に1本検出されたが本住居跡に伴うかどう

かは判断できなかった。深さは20cmである。

追物はやや多く出土したが、図示した高杯以外は

形にならなかった。須恵器は甕胴部が7片あるが、

全て別個体とみられる。土師器には杯・甕・高杯が

認められる。

可

撹乱

-
≪ I 匂... 

第179図第241号住居跡

SJ241 
1 灰黄褐色 (IOYR4/2) 白色微粒子少
2 にぷい贄褐色 (10YR4/3) 白色微粒子・焼土粒子少
3 褐色 (IOYR4/4) 白色微粒子

2m 
19., 

3
 

/Wこ
10c., ・,,. 0 3cm 

i I I I 1 : 2 

第180図 第241号住居跡出土遺物

第241号住居跡出土遺物観察表（第180図）

号濱
印

l

2
>1?：:Iマ::I:］[；は翡：Iぞ51色：調[:I出五：置 備 考

杯部内外面赤彩 器壁薄く磨耗著しい

外面赤彩 内外面磨耗著しい
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第241号住居跡出土土錘観察表（第180図）

ff3.I/}| ：3.4:| （こ I:: 重さ (g)(8.83) 分類Ca 色瞬

明褐

残 ・存 1 偏

20 I A区（西半分）

考

第242号住居跡（第181• 182 • 183図）

0-18グリッドに位置する。南西コーナーから西

壁にかけて第116号土坑に壊される。平面形は正方

形で、一辺が3.65m前後、深さは0.42~0.48mであ

る。主軸方位はN-79°—E を指す。

床面はやや起伏があり、第116号土坑の底面との

高低差は見られない。壁は開き気味に立ち上がる。

カマドは東壁中央よりやや北に設置される。燃焼

部は床面を10cmほど掘り込み、覆土には焼土粒子・

吋
ヽ ．

 

•V 

炭化粒子を含む。貯蔵穴はカマド右に設けられ、60X

54cmの楕円形に近く、深さは46cmである。壁溝、ピッ

トは検出されなかった。

造物は多量に出土したが、他の遺構からの混入も

あるようである。接合率は良い方である。須恵器は

小片少羅で、蓋・杯・甕が認められる。図示した高

台付杯は混入したものであろう。土師器の器種は図

示した程度と思われるが、甕はこれ以外に5~6個

体が見られる。

(J 

贔
C c・ ・ • 

l af• 一

I ----̀`̀
-I . -—、— 

I ---～ 1 ....--
I 

SK116 

＜ ． ?m 
9960 

SJ242 
1 にぶい貧褐色 (IOYR4/3) 炭化粒子少
2 暗褐色 (IOYR3/3) 炭化粒子・焼土粒子少
3 黒褐色 (IOYR2/3) 炭化粒子多焼土粒子少
4 褐色 (IOYR4/4) 炭化粒子少
5 にぶい贄褐色 (10YR4/3) 炭化粒子多
6 褐色 (IOYR4/4) 炭化粒子少

カマド
a 褐色 (IOYR4/4) 炭化粒子・焼土粒子少
b 黒褐色 (10YR2/2) 炭化粒子極多焼土粒子少
c にぶい貧褐色 (IOYR4/3) 炭化粒子少焼土粒子僅か
d 暗褐色 (IOYR3/3) 焼土粒子多炭化粒子少

e 暗褐色 (IOYR3/3) 焼土粒子多
f にぶい貧褐色 (IOYR4/3) 炭化粒子少
g にぶい黄褐色 (10YR4/3) 炭化粒子僅か

第181図第242号住居跡

第242号住居跡出土遺物観察表（第182図）

番号 器 種 ロ径 器高 底径 胎 土 焼成 色 調 残存 出土位置 備 考

1 高台付坑 6.2 ABJL 良好 灰 60 B区 末野産重量がある

2 坑 (12.6) 5.6 BCEJL 不良 橙 70 A区 内外面磨耗著しい

3 杯 (13.0) 5.7 BEJL 不良 にぷい橙 40 B区 内面黒色化外面磨耗著しい

4 坑 12.6 6.7 BEJL 不良 橙 80 + 3cm 内外面やや磨耗
5 杯 (12.0) 4.4 BCEJL 不良 にぶい橙 75 A・B区

6 杯 13.0 4.7 ADEJL 不良 にぶい橙 60 B区 内外面やや磨耗
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如意遺跡
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第182図 第242号住居跡出土遺物(I)
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第183図 第242号住居跡出土遺物(2)

第242号住居跡出土遺物観察表（第182図）

番号 器 種 ロ径 器 高 底径 胎 土 焼成 色 調 残存 出土位置 備 考

7 士不 (13.0) ABEJL 不良 にぶい橙 25 A区

8 坪 12.0 6.0 BEJL 不良 にぶい褐 80 カマド 外面やや磨耗， 高 t不 (14.1) 11.4 (9.0) BEJL 不良 橙 40 貯蔵穴 器形の歪み大

10 品． 杯 (13.0) ABJL 不良 にぷい橙 60 B区 内外面磨耗著しい

11 → 向 杯 06.6) 12.3 (11.0) BEJL 不良 にぶい橙 75 カマド 器形の歪み大 内外面磨耗著しい

12 高 土不 9.0 BEJL 不良 橙 100 床 内外面磨耗著しい

13 高 杯 ABEJL 不良 にぶい橙 80 カマド 内外面磨耗著しい

14 小型 鉢 9.3 4.7 4.7 BCEJL 不良 橙 80 貯蔵穴 外面やや磨耗

15 甕 5.6 ABCJL 不良 にぷい橙 80 B区 内外面磨耗著しい

16 甑 23.9 23.6 8.0 BEJL 不良 橙 95 カマド 内外面磨耗著しい

17 甑 6.0 BJL 普通 にぷい橙 90 B区 多孔 5ヶ所貰通

18 鉢 (21.6) 15.6 7.4 BCEJL 不良 にぶい橙 50 A区 内外面やや磨耗

19 甕 7.0 BEJL 不良 橙 65 B区 外面上半やや磨耗

20 甕 12.5 18.2 6.5 BEJL 普通 にぶい賀橙 80 B区
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如意遺跡

第242号住居跡出土遺物観察表（第182• 183図）

番号 器 種 口径 器高 底径 胎 土 焼成 色 調 残存 出土位置 備 考

21 褒 (16.6) 24.6 6.8 BEJL 普通 にぷい褐 60 B区

22 甕 16.2 29.6 5.1 BCEJL 普通 にぷい黄橙 85 B区

23 甕 18.0 31.8 6.6 ABEJL 普通 にぶい貧橙 70 B区

24 甕 11.2 16.8 6.2 BEJL 不良 橙 70 A•B区 器形やや歪む 内外面磨耗著しい

25 鉢 (13.0) BDEJL 不良 橙 30 A・B区 輪積痕明瞭

26 ．甕 7.8 BEJL 不良 にぶい貰橙 70 床 内外面磨耗著しい

27 甕 (18.4) 25.6 (7.0) BEJL 不良 橙 40 カマド 内外面磨耗著しい

第242号住居跡出土土錘観察表（第183図）

1 28 I (4.50) 径

1.55 

孔径

0.55 

重さ (g)

(9.58) 

分類

Ba 

色調

にぶい褐

残存 備 考

55 I B区

第243号住居跡（第184図）

0 ・ P-18グリッドに位匿する。カマド左の北壁

を第1号墓壊に切られる。第115• 117号土坑との新

旧関係は不明である。乎面形は東壁が長く、西壁が

やや短い台形に近く、長軸4.63m、短軸4.39m、深

．
 

`
<
 

Q
 

0p 。応 SK115 

J
 

さは0.38m前後である。主軸方位はN-65°-Wを指

す。

床面はほぽ平坦で、壁は開き気味に立ち上がる。

カマドは北壁中央よりやや東に設置される。燃焼

部は床面を 5cm程度掘り込み、緩やかな段を持って

．
 
』＜

．
 

-.c< 

｀ 10om 
• 1 94 

←`ニSJ243 
1 褐色 (10YR4/4) 焼土粒子・白色微粒子少
2 にぷい贄褐色 (!OYR4/3) 焼土粒子・炭化粒子少
3 褐色 (IOYR4/6) 焼土粒子少小礫多

4 にぷい贄褐色 (!OYR5/4) 白色微粒子少
5 褐色 (IOYR4/4) 白色微粒子少
6 贄褐色 (IOYR5/6) 焼土粒子・炭化粒子少

!!- -~: 

“ 
C c・ カマド

a 褐色

b 灰黄褐色
c 暗褐色

(IOYB.4/4) 焼土プロック少
OOYB.4/2) 焼土プロ ック少
(IOYB.3/3) 焼土プロック・炭化粒子多

?m 
''., 

第184図 第243号住居跡・出土遺物
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煙道部へ続く。覆土には焼土プロックが観察された。

貯蔵穴はカマド右に設けられ56X46cmの隅丸正方

形で、深さは48cmである。壁溝は検出されなかった。

ピットは3本検出され、 Pl~P3の深さは9cm、

11cm、14cmである。

遺物は少量で、小片で磨耗が著しく、接合率は悪

い。須恵器は杯が7片のみで、土師器には杯・甕が

認められる。

第243号住居跡出土遺物観察表（第184図）

番号1器 種 1口径 1器高 1底径 1胎土戸I色調戸I出土位霞 1 備

1 I .杯 （14.1) I I IABDE 普通 灰黄褐 15 I B区 磨耗著しい

考

第243号住居跡出土土錘観察表（第184図）

し番号1 長さ 1 径 1 孔径

2
 
6,00 1.90 0. 45 

重さ(g)

20.05 

分類

B'b 

色調

浅貿

残存

100 

備

A区

考

第244号住居跡 （第185• 186 • 187因）

N-18グリッドに位置する。第245• 248号住居跡

を切る。平面形は東西に僅かに長い長方形だが、や

や歪む。長軸3.32m、短軸3.02m、深さは0.25~0.

37mである。主軸方位はN-20°-Wを指す。

床面はほぽ平坦で、壁はほぼ垂直に立ち上がる。

覆土は5層に分けられ、全体に炭化粒子を含んでい

る。

カマドは北壁中央より東に設置される。燃焼部は

床面を10四程掘り込み、緩やかな段を持って細長い

煙道部へ続く。煙道部は先端を東に振って検出され

た。燃焼部からは川原石を利用した支脚が検出され

た。貯蔵穴、壁溝は検出されなかった。

遺物はやや多く出土したが、周辺からの混入も考

えられ、接合率は悪い。須恵器の破片は少量で、図

示した以外にも蓋． i不・甕が認められる。土師器で

は杯片が少なく、甕片が多く見られる。また、土錘

が破片も含めて46点出土した。

5̀
l
'
 

ー

| 

．
 

•V 

．
 

g.a< 

8 B. 

瓢

立ー 4 .. 

“ 
SJ244 
1 暗褐色 (lOYR3/3) 炭化粒子少焼土粒子僅か
2 にぷい贄褐色 (10YR4/3) 炭化粒子少
3 にぶい黄褐色 (lOYR4/3) 2層に似るが褐色プロック混入
4 暗褐色 (!OYR3/3) 炭化粒子多焼土粒子僅か
5 暗褐色 (lOYR3/3) 炭化粒子極多

2m 
•, ： 60 

第185図第244号住居跡
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如意遺跡
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第186図 第244号住居跡出土遺物(I)

-205-



@36 

44 

ー
[
ロ
ロ
]
:
□

I
I
I
 

7̀ 
ー，ロ

〉̀ 45

R38 

6
 
4
 

ロ。

@39 

7
 
4
 

□
`
 

4̀0 4̀1 2̀ @)43 

口
◎

49 

'□鸞） 0 3cm 
I l I I I • 2 

第187図 第244号住居跡出土遺物(2)

第244号佳届跡出土遺物観察表（第186図）

器 種 1日径 1器高 1底五日］届 土 焼成 色 調

(18.0) 

13.3 5.8 
1

7

 

．． 

5

5

 

ABCD 

BCJ 

BCFJ 

良好

良好

不良

黄灰

灰

黄灰

15 

70 

70 

B区

B区

床

備 ，
 

考

末野産

末野産

末野産

角閃石多し

第244号住居跡出土土錘観察表（第186図）

番号 長さ 径 孔径 重さ (g)

4 7.00 2.15 0.70 30.86 
5 6.40 2.10 0.65 25 92 

6 6.90 1 85 0.45 22 24 

7 6.35 2 00 0.55 21 82 

8 6.50 2.05 0.55 24.63 ， 6.60 1. 95 0.50 21.58 

10 6.65 2.00 0.60 24.21 

11 7.10 1.50 0.45 13.50 

12 6.45 1. 95 0.50 23.07 

13 6.25 1 90 0.50 22.46 

14 (5 50) 2.10 0.45 (19.32) 

15 6.40 1.95 0.40 (21 93) 

16 6 05 1. 90 0.50 22 13 

17 5.70 2.15 0.60 22.71 

18 6.05 2.10 0.65 22.50 

19 5.55 2.00 〇.55 19.95 

20 5.60 2.05 0.50 19.08 

21 5.50 1.85 0.55 18.44 

22 (5. 70) 1.60 0.40 (10. 88) 

23 5.45 1.90 0.60 18.23 

24 5.55 1.80 0.60 18.19 

25 5.35 1.90 0.60 18.04 

26 6.00 1竃70 0.50 16.31 

27 5.10 1. 90 0.50 18.48 

分 類 色 調 残

B
b
e
b
e
b
e
a
e
b
e
a
e
b
B
a
e
b
B
a
c
a
B
b
e
b
e
a
e
b
e
b
e
b
B
b
e
a
e
b
e
b
e
b
B
a
e
b
 」

灰褐

にぶい褐

橙

褐

暗褐

橙

にぶい黄橙

灰黄褐

にぶい褐

褐

にぶい黄橙

にぶい褐

にぶい橙

黒褐

にぶい黄橙

明褐

にぶい褐

黒

灰黄褐

明褐

灰褐

灰褐

にぶい橙

褐

8
 

1

1

1

1

l

l

l

l

l

l

l

 

7

9

 

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

 

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

 

存 備

） B区

） B区

） B区

） 

） B区

） B区

） A区

） B区

） B区

） No. 7 

B区

A区

A区

No 9 

B区

B区表面なめらか

B区

No.6 

A区

） 

） 

） B区

） No. 5 

） B区

― I 
考 I 
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如意遺跡

第244号住居跡出土土錘観察表（第186• 187図）

番号 長さ 径 孔径 重さ (g) 分類 色調 残存 備 考

28 6.10 1.90 0.55 20.42 Cb にぶい褐 100 A区

29 5.80 1.90 0.55 16.77 Ca にぶい橙 100 No.10 

30 5.90 1.80 0.45 14.54 Ca にぷい褐 100 

31 5.80 1.80 0.40 15.19 Ca にぶい黄橙 100 A区

32 5.85 1.95 0.55 22.71 Cb 橙 100 A区

33 5.75 1.85 0.50 17.31 Ca にぷい褐 100 B区

34 (5.15) 2.05 0.50 (17.33) Cb にぶい褐 80 A区

35 4.85 1.85 0.40 16.43 Cb 照 100 Na8 

36 5.85 1.90 0.65 20.51 Bb にぷい橙 100 B区

37 5.15 2.00 0.50 19.53 Cb にぶい黄橙 100 A区

38 5.00 1.85 0.40 16.47 Bb 褐灰 100 A区

39 (5.00) 1.85 0.50 (14.29) Ca 褐灰 75 A区

40 4.65 1.85 0.55 (14.29) Ca にぷい黄橙 95 A区

41 4.45 2.00 0.50 16.24 Ca 熙褐 100 B区

42 (5.40) 1.45 0.45 (9.10) Ba 明褐 75 B区

43 (4.30) 1.60 0.45 (8.26) Cb 灰黄褐 50 B区

44 (3.10) 2.15 0.50 (12.26) Cb 熟 40 B区

45 (3.35) 1.60 0.45 (6.61) Ca にぶい貧橙 40 B区

46 (3.30) 1.80 0.50 (7.58) Cb にぷい貿褐 45 A区

47 (3.05) 1.65 0.45 (5.87) Ca にぷい黄褐 30 B区

48 (3.30) 1.45 0.50 (4. 72) Ca にぷい貧橙 45 A区

49 (2.25) 1.60 0.55 (5.40) Cb にぶい黄褐 25 B区

第245号住居跡（第188• 189図）

N-18グリッドに位置する。第244号住居跡に切

られる。第244号住居跡を挟んで第248号住居跡とも

僅かに重複するが、新旧関係は不明である。平面形

は東西に長い長方形で、長軸4.36m、短軸3.34m、

深さは0.22-0.35mである。主軸方位はN-64°-E

．
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SJ244 

．
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L.sv 

SJ245 
1 にぶい贄褐色 (10Yl4/3) 白色微粒子
2 にぶい贄褐色 (10YR4/3) 炭化粒子
3 褐色 (10Yl3/3) 褐灰色シルト

カマド

a にぷい貧褐色 (tOYJ.5/4)
b 褐色 (10Yl4/4) 燐土・炭化粒子檀か
c 暗褐色 (10Yl3/4) 焼土極多
d にぶい贄褐色 (10Yl4/3)

。
2 .. 
• 1;“ 

第188図第245号住居跡
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を指す。

床面は緩やかな起伏があり、壁は開きながら立ち

上がる。

カマドは東壁中央に設置される。燃焼部の掘り込

みはなく、煙道部は急激に立ちあがる。貯蔵穴、壁

溝は検出されなかった。第244号住居跡で壊されて

いるため明確ではないが、西壁には40cm程の張り出

しが検出された。

遺物は多量に出土したが、磨耗が激しく、接合率

は悪い。須恵器は甕胴部の小片が1片だけで、土師

器は図示した以外にも杯・甕が認められる。

｀ 
~
 札＼I＼ I --11 ロ'' 
▽ ⑤◎. 

10cm 
1:、 0 3c .. 

l l I I I9 9 

第189図 第245号住居跡出土遺物

第245号住居跡出土遺物観察表（第189図）

番号 器 種 ロ径 器面 底径 胎 土 焼成 色 調 残存 出土位置 備 考

1 杯 (13.4) ABDE 普通 橙 20 A区 磨耗著しい

2 甕 18.4 ABEJK 不良 にぷい賀褐 70 + 7cm 歪み有り・磨耗著しい

3 甕 (20.8) BCFJ 不良 にぶい貿褐 15 +12cm 磨耗・剥落

4 甕 5.6 ABCF 不良 灰賀褐 85 +10cm 底部木葉痕磨耗

第245号住居跡出土土錘観察表（第189図）

番t[； ;; I ::： I : : 重さ (g)(10.38) (8. 92) 分類Ca Ca 色調

にぶい赤褐

黒褐

残存

60 

50 

備

B区

A区

考

第246号住居跡 （第190• 191図）

O • P-17・18グリッドに位置する。第247号住居

跡を切り、カマド煙道部を第1号墓壊に切られる。

平面形は東西に長い長方形で、長軸4.43m、短軸3.

51m、深さは0.46m前後である。主軸方位はN-67°

-Eを指す。

床面は平坦で、壁はほぽ垂直に立ち上がる。覆土

は4層に分けられ、概ね自然堆積と考えられる。

カマドは東壁中央に設匿される。燃焼部の掘り込

みは僅かだが、手前に深さ20四程のピットが検出さ

れた。煙道部は一部を第1号墓壊に壊されるが、底

面はほぽ同レベルであったため検出が可能であっ

た。貯蔵穴は検出されなかった。壁溝は東壁以外で

検出され、北壁では一部途切れていた。幅15~26cm、

深さは3~ 6cmである。

遺物はカマドやその周辺を中心に多盤に出土した

が、小片が多く、接合率は悪い。土師器は壺片が多

く、杯片がほとんど見られない。
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如意遺跡
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SJ246 
1 暗褐色 (10Y1!3/3) 炭化粒子・焼土粒子・小礫少
2 黙褐色 (10Yl!3/2) 小礫多 炭化粒子・焼土粒子少
3 褐色 (10YR4/4) 焼土粒子微小礫少
4 暗褐色 (lOYl!3/3) 焼土粒子・炭化粒子少

カマド

a 黒褐色 (10YR3/2) 炭化粒子・焼土粒子・小礫少
b 褐色 (10YR4/4) 焼土粒子多炭化粒子少
C にぶい贄褐色 (10YR4/3) 焼土粒子・焼土プロック少
d 暗褐色 (10YR3/3) 炭化粒子微
e 褐色 (lOYR4/4) 焼土細粒子少
f 暗赤褐色 (10YR3/6) 煙道天井部層 暗褐土多
g 暗褐色 (10YR3/3) 焼土粒子・焼土ブロック少
h 暗褐色 (10YR3/4) 焼土粒子・焼土ブロック・炭化粒子少

ゎm
190 

第190図第246号住居跡

第246号住居跡出土遺物観察表（第191図）

番号 器 種 ロ径 器高 底径 胎 土 焼成 色 調 残存 出土位醤 備 考

1 蓋 (16.0) BJL 良好 灰 25 B区 末野産歪み大天井部回転ヘラケズリ

2 高台付坑 (5.4) BCDJL 不良 灰黄 70 A区 在地産

3 甕 (20.6) ABCDJL 普通 にぷい褐 75 カマド ・
4 甕 (22.0) ABCDEJL 不良 橙 40 カマド

5 甕 4.4 ABCJL 抒通 にぷい褐 40 カマド

第246号住居跡出土土錘観察表（第191図）

番号 長さ 径 孔径 重さ(g) 分類 色調 残存 備 考

6 6.95 2.40 0.75 39.00 Bb 撫 100 B区

7 7.20 2.25 0.50 29.05 Cb にぷい褐 100 B区

8 6.85 2.00 0.65 25.86 Bb 橙 100 A区， 5.55 2.20 0.60 (18. 60) Ca 橙 85 B区

10 5.55 1.90 0.55 20.05 Ba にぶい賀橙 100 A区

11 4.35 2.05 0.65 (17.88) Ca 黒 95 B区
12 (4. 70) 1.90 0.50 (12.90) Ca 橙 75 A区
13 (3.60) 1.40 0.45 (6.16) Bb 明褐 50 B区

14 (3.65) 1.25 0.40 (3.87) Ba 橙 95 A区
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第191図 第246号住居跡出土遺物

第247号住居跡（第192図）

O• P-17グリッドを中心に位匿する。第246号住

居跡に切られる。平面形は南北に長い長方形で、長

軸5.43m、短軸3.73m、深さは0.30~0.40mである。

主軸方位は西壁でN-3o・-wを指す。

床面は緩やかな起伏があり、壁は開き気味に立ち

上がる。覆土は3層に分けられ、炭化粒子・焼土粒

子を含んでいる。

カマドは検出されなかった。東壁の第246号住居

跡に壊された部分に設置されていたと考えられる。

貯蔵穴・壁溝は検出されなかった。ピットは2本検

出され、 p1、P2の深さは10cm、9cmである。

遺物は多量に出土したが、大半が小片である。須

恵器は5片あり、土不・甕が認められる。土師器には

杯・甕が見られるが、多くは甕片と思われる。

第247号住居跡出土遺物観察表（第192図）

番号1器 種＼口径 1器高 1底径 1胎土 1焼成1色調戸I出土位置 1 備
1 杯 13.4 I 4.5 I IABDE 不良 明赤褐 95 覆土 磨耗著しい

考

第247号住居跡出土土錘観察表（第192図）

番号1 長さ ＼ 径 1 孔径 1 重さ(g)

2 I 5.80 I 1.40 I 0.55 I (6. 74) 

分類

Ba 
色調＼残存！ 備

にぶい橙 95 I B区

考
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如意遺跡
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1 褐色 (10YR4/4) 炭化粒子少

2 にぷい贄褐色 (!OYR4/3) 炭化粒子やや多

焼土粒子少

3 褐色 (!OYR4/4) 焼土粒子・炭化粒子少

。
2 .. 
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第192図第247号住居跡・出土遺物
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第193図第248号住居跡

SJ248 
1 にぶい賃褐色 (IOYR4/3) 炭化粒子少
2 暗褐色 (IOYR3/3) 炭化粒子少

3 暗褐色 (IOYR3/3) 炭化粒子極多

4 褐色 (IOYR4/4) 炭化粒子微
5 褐色 (IOYR4/4) 
6 にぶい贄褐色 (IOYR4/3) 炭化粒子多

カマド

a 黒褐色 (10YR3/Z) 灰層

b にぶい贄褐色 (IOYR4/3)
c 襴色 (IOYR4/6) 

わ
1:0 
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第194図 第248号住居跡出土遺物
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如意遺跡

第248号住居跡（第193• 194図）

N-17・18グリッドに位置する。第244号住居跡に

切られる。第245号住居跡との新旧関係は不明であ

る。平面形はやや歪むが正方形に近く、長軸4.15m、

短軸3.90m、深さは0.38~0.46mである。主軸方位

はN-15°-Wを指す。

床面は緩やかな起伏があり、壁は開き気味に立ち

上がる。

カマドは北壁中央より西に設置される。燃焼部や

袖は明確ではないが、煙道部の一部が第244号住居

跡の床面に検出され、灰層が遺存していた。貯蔵穴

は検出されなかった。壁溝は北東コーナー付近のみ

検出され、幅15~20cm、深さは 3~ 7cmである。ピッ

トは 2本検出されたが、深さが6cm、8 cmと浅い。

退物はやや多く出土したが、小片が多く、接合率

は悪い。須恵器は図示した甕と同一個体と思われる

破片や杯が認められ、土師器は杯・甕が見られる。

土錘が破片を含めて20点出土した。

第248号住居跡出土遺物観察表（第194図）

番号 1器 種 I口径 1器高 1底径 1 胎 土 1焼成 1 色 調 1残存I出土位置 備 考

1

2

 

甕

甕

(14.0) BCF 

BCF 
良好1 褐灰 1 40| A. B区 1末野産
良好 褐灰 破片 B区 末野産

第248号1主居跡出土土錘観察表（第194図）

番号 長さ 径 孔径 重さ (g) 分類 色調 残存 備 考

3 7.80 1.80 0.45 21.39 Ba にぷい黄褐 100 B区

4 6.60 2.15 0.50 26.53 Ca にぷい買褐 100 B区

5 6.05 2.05 0.60 24.76 Ca 黒 100 B区

6 6.50 1.95 0.45 20.35 Cb 灰褐 100 B区

7 5.90 2.00 0.50 21.22 Cb にぷい黄橙 100 B区

8 4.60 1.85 0.50 13.80 Ca にぷい橙 100 B区， 5.00 1.95 0.35 17.01 Ca 黒褐 100 B区

10 5.80 1.85 0.45 (19.38) Cb にぶい褐 95 B区

11 6.30 2.10 0.55 26.52 Cb にぷい褐 100 B区

12 5.80 1.95 0.50 21.86 Cb にぷい褐 100 A区

13 6.00 1.85 0.50 18.94 Cb 灰黄褐 100 B区

14 5.80 1.60 0.45 12.51 Ca 暗褐 100 B区

15 5.65 1.85 0.50 (16. 81) Ca 熱 95 B区

16 5.60 2.20 0.50 (22.98) Cb 黒褐 95 B区

17 6.05 2.10 0.45 (22.16) Ca 黒褐 95 B区

18 5.55 1. 90 0.50 (14.41) Ca 橙 95 A区

19 (4.80) 2.20 0.65 (19.16) Cb 明赤褐 65 B区

20 (4.40) 2.10 0.60 (14.29) Cb 黒褐 55 B区

21 (2.45) (1.35) (0.50) (2.50) Ca 暗褐 20 B区

第249号住居跡（第195• 196図）

0-18 • 19グリッドに位置する。南東壁の一部を

第119号土坑に壊される。平面形は正方形で、長軸3.

16m、短軸3.06m、深さは0.22~0.25mである。主

軸方位はN-54'-Eを指す。

床面は中央付近が僅かに高く、壁はほぽ垂直に立

ち上がる。覆土は3層に大別されるが、第1層は短

期に埋まったか、埋められた可能性がある。

カマドは北東壁中央に設置される。燃焼部の掘り

込みは浅く、段を持って煙道部へ続く。川原石の支

脚が出土した。貯蔵穴はカマド右に設けられ、 71X

68cmの円形で、深さは14cmである。壁溝はカマド左

側以外で全周し、幅10~23cm、深さは 3~ 6cmであ

る。ピットは8本検出されたが何れが柱穴であるか

は判断できなかった。 Pl~P8の深さは15cm、17

cm、14cm、16cm、13cm、21cm、15cm、12cmである。

追物はやや多く出土したが、図示した以外は接合

率が悪い。全て土師器で、磨耗が激しく、杯・甕が

認められる。
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D D' 

SJ249 

1 にぶい黄褐色 (IOYR4/3)

焼土粒子・炭化粒子少

2 暗褐色 (IOYR3/3) 

炭化粒子・焼土粒子少

3 暗褐色 (IOYR3/4) 

炭化粒子多焼土粒子少

4 褐色 (IOYR4/4) 

焼士粒子・炭化粒子微

5 暗褐色 (IOYR3/3) 

焼士粒子・炭化粒子少

カマド

a 暗褐色 (10YR3/3) 

2層に似るが炭化粒子多
b 暗褐色 (lOYB.3/4) 

炭化粒子少

c 暗褐色 (10YR3/3) 

炭化粒子少

d 暗褐色 (10YR3/3) 

焼士粒子・炭化粒子少

e にぶい黄褐色 (10YR4/3)

焼士粒子少

＼口—

2m 
9960 

10cm 
14 



如意遺跡

第249号住居跡出土遺物観察表（第196図）

番号 器 種 日径 器高 底径 胎 土 焼成 色 調 残存 出土位置 備

1 杯 03.0) 3.9 BEJL 不良 灰黄褐 45 A・B区 内面黒色処理
2 鉢 (20.0) 8.7 (11.2) BDJL 普通 にぷい褐 15 A・B区
3 鉢 (18.0) BCJL 不良 にぷい褐 10 貯蔵穴 内外面磨耗著

4 甕 9.1 BCEJL 背通 橙 85 貯蔵穴
5 甑 18.2 18.3 6.4 BCEJL 普通 にぷい赤褐 100 貯蔵穴

考

しい

第250号住居跡（第197• 198図）

N • 0-18・ 19グリッドに位置する。第251号住居

跡を切り、中央付近を第3号炉跡に壊される。調査

当初は第251号住居跡のプランが不明瞭で、同時に

掘削したため、西壁の一部が検出出来なかった。平

面形は東西に長い長方形だがやや歪んでいる。長軸

3.52m、短軸2.87m、深さは0.30-0.43mである。

主軸方位はN-80°-Eを指す。

床面はほぼ平坦だが北西側がやや浅くなってい

る。壁は垂直に立ち上がる。

カマドは2碁検出された。東壁に設置されたカマ

ドAは、燃焼部を10cm程掘り込み、段を持って煙道

部へ続く。左袖の一部は第3号炉跡に壊されていた。

右袖は不明瞭で南東コーナーヘ続く棚状となってい

た。棚の高さは床面から25cm前後である。北壁の東

口
＼ 

ー・ユー
, 5 

□ 
ヽニー 6

＠ 7 ① 8 ＠ ， ＠ 。

寄りに設置されたカマドBは、カマドAより先行す

ると考えられ、煙道部のみの検出であった。貯蔵穴・

壁溝は検出されなかった。

遺物はやや多く出土したが、接合率は悪い。須恵

器は杯・高台付j:不・甕が認められ、図示した以外に

も高台付杯の高台片が8個体分は見られる。土師器

は何れも小片で、杯・甕が認められる。

第251号住居跡（第198• 199図）

N • 0-18グリッドに位置する。第250号住居跡・

第120号士坑•第 3 号炉跡に切られる。平面形は南北

に長い長方形だがやや歪む。長軸5.07m、短軸3.55

m、深さは0.36m前後である。主軸方位はN-120°

-Wを指す。

床面はほぼ平坦だがカマド前面はやや下がってい

こ 3

デ-‘"9) 
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/
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第197図 第250号住居跡出土遺物
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2m 
1'80 

SJ 2 5 0 SJ 2 5 1 
1 暗褐色 (IOYR3/3) 炭化粒子僅か 4 褐色 (10YR4/4) 白色微粒子炭化粒子
2 暗褐色 (!OYR3/4) 焼土・明黄褐色シルト粒子 炭化粒子 5 褐色 (IOYR4/4) 炭化粒子・灰色シルト含
3 にぶい贄褐色 (!OYR6/4) 6 褐色 (IOYR4/4) 白色微粒子多 炭化粒子僅か

SJ250 カマドA SJ 2 5 1 カマド
a 褐色 (!OYR4/6) 焼土・披熱土 f 褐色 (IOYR4/4) 焼土粒子 ・炭化粒子僅か
b 暗褐色 (IOYR3/4) g 褐色 (IOYR4/4) 焼土粒子僭か
c 褐色 (IOYR4/4) h 褐色 (lOYR4/4) 

i 暗褐色 (10YR3/3) 焼土粒子多
SJ250 カマドB j にぷい黄褐色 (10YR4/3) 炭化粒子僅か
d にぷい賛褐色 (10YR4/3) 白色微粒子 K にぶい黄褐色 (10YR4/3) 黒褐色粒子含

e 褐色 (IOYR4/4) 焼土粒子僅か

第198図第250•251 号住居跡

-216-



如意遺跡

る。壁は開き気味に立ち上がる。

カマドは西壁中央よりやや南に設置される。燃焼

部は床面を10cm程掘り下げ、緩やかに立ち上がり、

長い煙道部へ続く。貯蔵穴・壁溝は検出されなかっ

た。

遺物は多量に出土し、接合率も良い方だが、全体

に磨耗が著しい。全て土師器で、図示した以外に杯

4個体、甕2~3個体が見られる。
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第199図第251号住居跡出土遺物

第250号住居跡出土遺物観察表（第197図）

番号 器 種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色 調 残存 出土位置 備 考

1 高台付杯 13.4 5.5 5.9 ABCD 不良 橙 80 床 在地産酸化焔焼成高台部やや歪む

2 高台付杯 5.3 ABCD 普通 貧灰 30 D区 在地産 内部重ね焼き痕明瞭磨耗 ，
3 高台付杯 4.6 BCD 普通 にぶい黄橙 60 C区 在地産酸化焔焼成磨耗著しい
4 高台付杯 6.1 ABCF 不良 にぶい橙 60 A区 在地産酸化焔焼成磨耗著しい

5 杯 (7.0) ABC 良好 灰 25 D区 末野産 底部回転糸切後周辺回転ヘラケズリ

6 杯 (5.4) ABC 良好 賀灰 25 A区 末野産底部回転糸切

第250号住居跡出土土錘観察表（第197図）

番号 長さ 径 孔径 重さ (g) 分類 色調 残存 備 考

7 (7.10) 1.80 0.40 (23.47) Ca にぶい橙 95 A区
8 5.60 1.80 0.45 15.46 Ca 褐灰 100 A区， 4.75 1.80 0.50 13.08 Ca 明褐 100 D区
10 (3.25) 1.75 0.50 (8.02) Ca 照褐 40 D区
11 (3.00) 1.40 0.50 (5. 48) Ba 明赤褐 50 C区
12 (2. 95) (1. 90) (0.50) (4.55) Ca 橙 15 D区
13 (3.00) 1.60 0.45 (6.80) にぶい赤褐 30 D区
14 (2.20) 1.30 0.40 (2. 75) Ca にぶい橙 20 D区
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第251号住居跡出土遺物観察表（第199図）

番号 器 種 口径 器高底径 胎 土 焼成 色 調 残存 出土位匿 備 考

1 t不 (12.6) ABCE 不良 にぷい黄橙 45 カマド 磨耗著しい 歪みあり

2 t不 (13.0) ACDF 普通 にぷい橙 25 B区 磨耗著しい

3 t不 13.9 4.1 ABCDE 良好 にぷい賀橙 95 +29cmB区 内外面摂色処理やや磨耗

4 t不 (14.0) ABCDE 良好 にぷい賀橙 20 B区 やや磨耗

5 t不 (11.8) 4.4 ABCEF 普通 橙 50 B区

6 坪 (14. 4) ABCE 普通 にぶい橙 20 カマド 磨耗著しい

7 碗 (1 7. 0) 7.2 ABCEF 不良 にぷい黄橙 40 カマド 磨耗著しく調整不明

8 鉢 (14.6) 8.2 (5.4) ABCHJ 不良 にぷい赤褐 30 カマド 磨耗著しい， 鉢 12.9 13.5 7.5 ABJ 普通 にぷい黄褐 75 カマド 内面磨耗著しい

10 甕 (17. 7) ABCHJ 不良 にぷい赤褐 25 +17cm 磨耗著しい

11 甕 (17.9) ABCEFJ 不良 にぷい褐 25 カマド 磨耗著しい

12 甕 7.2 ABCEJ 不良 にぷい赤褐 20 カマド 磨耗箸しい

13 臼 玉 直径1.30cm 厚さ0.80cm 孔径0.30cm 重さ2.18g 95 + 9 cm 滑石製一部欠損

14 臼 玉 直径1.30cm 厚さ0.80cm 孔径0.30cm 重さ2.09g 90 + 9 cm 滑石製一部欠損

第252号住居跡（第200• 20 I図） 主軸方位はN-102°—E を指す。

O・P-19・20グリッドに位置する。第253• 255 

号住居跡・第8号掘立柱建物跡と重複し、本住居跡

が最も新しい。平面形は東西に長い長方形で、長軸

4.15m、短軸3.41m、深さは0.31~0.38mである。

床面は緩やかな起伏があり、壁は開き気味に立ち

上がる。覆土は3層に分かれ、やや不自然な堆積で

ある。

カマドは2碁検出された。カマドAは東壁中央に

言 ミ
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第200図 第252号住居跡出土遺物
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r
 如意遺跡

設置される。燃焼部は床面を10cm弱掘り込み、段を

持って煙道部へ続く。カマドBは北壁に設置され、

カマドAより先行すると考えられる。煙道部と火床

面と思われる焼土を検出した。貯蔵穴は2ヶ所に設

けられていた。貯蔵穴Aは南東コーナー近くに設置

され、 61X60cmの円形で、深さは15cmである。貯蔵

穴Bは南西コーナー近くで、直径49cmの円形で、深

さは6cmである。壁溝は南西コーナから南壁にかけ

て検出され、幅15~25cm、深さ 2~5cmである。ピッ

トは1本検出され、深さは11cmである。

遺物は多く出土したが、重複する追構からの混入

も多いと考えられる。接合率は図示した以外にもの

は悪い。灰釉陶器の高台付坑が出土した。須恵器は

高台付杯・甕が、土師器は杯・甕が認められる。

第253号住居跡 （第201図）

O • P-19•20グリッドに位置する。第252号住居

跡・第8号掘立柱建物跡に切られる。第255号住居跡

との関係は不明である。平面形は南北に長い長方形

で、長軸4.38m、短軸3.3m、深さは0.04~0.llmで

ある。主軸方位は西壁でN-3°-Wを指す。

床面は緩やかな起伏があり、壁は開き気味に立ち

上がる。

カマド、貯蔵穴は検出されなかった。第252号住居

跡に壊された部分に設置されていたと考えられる。

ピットは1柑庚出され、深さは9cmである。

遺物は全く出土しなかった。

L 
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｀ o. I 
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• 三

．
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o. I 
SJ252 
1 にぷい貧褐色 (10YR5/4) 白色微粒子・焼土粒子少
2 暗褐色 (10YR3/3） 焼土粒子・炭化粒子少
3 灰贄褐色 (10YR6/2) 炭化粒子・焼土粒子少
4 暗褐色 (10YR3/4) 炭化粒子少

5 暗褐色 (IOYR3/3) 炭化粒子少

SJ253 
6 にぶい贄褐色 (IOYR5/3) 白色微粒子少

SJ252 カマドA
a 暗褐色 (IOYR3/4) 焼土プロック・炭化粒子少
b にぷい黄褐色 (IOYR5/3) 贄褐色シルトプロック少
c 暗褐色 (IOYR3/4) 続土プロック・炭化粒子多

?111 
19 .. 

第201閲 第252• 253号住居跡
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第252号1主居跡出土遺物観察表（第200図）

番号 器 種！日径 器高 底径 胎 土 焼成 色 調 残存 出上位閤 備 考

1 高台付椀 (7. 2) BF 良好 灰 70 B区 東濃 K-90 施釉ハケヌリ

2 高台付杯 (5.1) ABCFH 良好 黄灰 70 カマド 在地産磨耗著しい

3 高台付杯 (12. 7) 5.5 5.0 ABCHK 不良 にぶい褐 70 カマド 磨耗著しい 酸化焔焼成

4 衛台付杯 (5.9) ABCJK 不良 質灰 70 覆土 在地産やや磨耗

5 嘩ょし 12 0 14 9 5.8 ABF 不良 にぶい褐 75 + 3 cm 磨耗
6 甕 16.8 27.〇 6.4 ABC] 不良 にぶい黄橙 65 + 8 cm 磨耗著しい

第252号住居跡出土土錘観察表（第200図）

番号 長さ 径 孔径 重さ (g)

7 (5.40) 1. 90 0.45 (17.70) 

8 4 40 1. 75 0.45 13.61 ， 5 05 1. 55 0,50 (9 93) 

10 (3.10) 1.80 0.50 (7.01) 

11 (2.85) 1.30 0.40 (3.60) 

第254号住居跡（第202図）

。_19グリッドに位罹する。第255号住居跡と 3
本のグリッドピットに切られる。平面形は南北に長

い長方形で、長軸4.31m、短軸3.19m、深さは0.

11-0.14mである。主軸方位は長辺でN-26°-Wを

指す。

床面はほほ乎坦で、壁は開ぎ気味に立ち上がる。

カマド、貯蔵穴は検出されなかった。ピットは南

壁の南西コーナー近くに 1本検出され、直径65cm、

深さは34cmである。

出土遺物で悩示できたのは土錘1片のみで、他は

小片が少量で、接合しない。須恵岱は器種不明が1

片、土師器は甕片と思われる。

第255号住居跡（第202• 203図）

0-19・20グリッドに位置する。第254号住居跡を

切り、第252号住居跡・第 6号掘克柱建物跡に切られ

第254号住居跡出土土錘観察表（第202図）

分類 色調 残存 備

Ca 灰褐 80 A区

Cb 明赤褐 100 A区

Ca にぶい橙 90 B区

Cb 黒褐 35 A区

Ca 明赤褐 35 

る。西壁の一部は浅い撹乱に壊されていた。第253号

住居跡との関係は不明である。平面形は南北にやや

長い長方形で、長軸6.36m、短軸5.57m、深さは0.

41-0.46mである。主軸方位はN-101°-Wを指す。

床面はほぼ乎坦で、壁は開き気味に立ち上がる。

カマドは西墜中央より南に設岡される。燃焼部の

掘り込みはなく、段を持って煙道部へ続く。カマド

内側は一部焼土化していた。貯蔵穴は第252号住居

跡の床面に検出した。位湛的に南西コーナー近くに

設けられたと考えられる。 75X70cmの円形で、深さ

は26cmである。壁溝は東壁にのみ検出され、幅

13-28cm、深さは 2-5cmである。

遺物は極めて多量に出土したが、重複する遺構か

らの混人も多いと思われる。磨耗が激しく、接合率

は悪い。須恵器は蓋．杯が、土師器は杯・高杯・甕

や甑の取っ手が認められる。また、混入と考えられ

るが灰釉陶器小片が1片見られる。

,― l I 

孔径 扇石；「］一分類

(l1. 74) I Ca 
色調

黒褐

残存f 備考 I

0.50 
--t 
60 I A区（西半）
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如意遺跡

ヽ

P, 

゜
SJ254 

SJ252 ハヽ_., I 
7 ， 
． `  O. I 12 

S』255

① 
④ II—’ 

見ー・

竺--
<＼ ， 

~! 

—: 

9_ ユ' P- D會

゜
2 .. 

SJ255 9: .. 

1 にぷい贄褐色 (10匹／3) 白色微粒子多 炭化粒子少
2 暗褐色 (10YR3/3) 炭化粒子多饒土ブロック少
3 褐色 (1暉 4/4) 白色微粒子炭化粒子多 S J254 
4 にぷい貨褐色 (IOYR5/4) 贄褐色シルトブロック・炭化粒子少

胃
5 褐色 (IOYM/4) 炭化粒子・焼土粒子少
6 褐色 (10Yl4/6) 炭化粒子・黄褐色シルト少
7 褐色 (10YR4/4) 炭化粒子・賃褐色シルト少

SJ254 

8 にぶい黄褐色 (lOYIS/4) 焼土粒子・炭化粒子少

SJ255 カマド

④ 1 

a 暗褐色 (1叩 3/3) 綿土ブロック・炭化粒子多
b にぷい黄褐色 (10YR4/3) 焼土ブロック・炭化粒子少

゜
3 .... c 褐色 (10Yl4/4) 炭化粒子少
:̀2 

第202図 第254• 255号住居跡・出土遺物
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如意遺跡

第255号住居跡出土遺物観察表（第203罰）

番号 器 種 口径 器高 底径 胎 土 焼成 色 調 残存 出土位沢 備 考

1 蓋 (15.0) BJL 良好 灰 25 B・C区 産地不明 天井部内面に青海波当具痕

2 蓋 (18.0) AFJL 良好 灰 10 覆土 末野産

3 杯 (13.2) 4.2 EJ 不良 にぷい褐 20 A区
4 杯 11.8 JL 不良 橙 60 床 内外面磨耗著しい

5 杯 12.2 BEJ 不良 にぷい橙 60 床 内外面赤彩か やや磨耗

6 杯 (14.2) BJL 不良 橙 20 A区 内外面磨耗著しい

7 杯 (14,3) BEJL 不良 橙 15 覆土

8 杯 (16.0) BJ 普通 橙 5 c区 内面放射状暗文， 高 杯 (14.6) 9.3 (9.6) ABCEJL 普通 にぷい赤褐 60 床

10 甜 杯 (8.0) ABCJL 不良 橙 40 床

11 小 型 甕 (11.0) ABDEJL 不良 橙 25 覆土 内外面磨耗著しい

12 小 型 甕 13.2 13.7 5.8 BCJL 不良 にぷい賀橙 80 床 内外面磨耗著しい

13 甕 20.6 BCJL 不良 にぶい黄橙 80 + 4 cm 内外面磨耗著しい
14 甕 8.6 BJL 不良 にぷい赤褐 60 覆土

15 甕 6.8 BJL 不良 橙 90 床 内外面磨耗著しい

16 甑 (26.0) 30.7 (9.8) BCJL 不良 にぷい黄橙 60 床 内外面磨耗著しい

17 管 玉 残存長1.40cm 直径0.50cm 孔径0.20cm 匪さ0.70 g A区 恐玉製上部欠損

第255号住居跡出土土錘観察表（第203図）

番号 長さ 径 孔径 重さ (g) 分類 色調 残存 備 考

18 6.55 1.80 0.35 20.82 Cb にぷい黄橙 100 A区
19 5.60 1. 70 0.40 14.60 Ca にぷい褐 100 c区
20 (5.65) 1. 75 0.50 (14. 23) Ca 灰白 90 c区
21 5.40 1.55 0.30 11.36 Ca にぶい橙 100 C区
22 5.90 1.25 0.45 6.34 Ca にぷい褐 100 B区
23 (5.20) 1. 70 0.50 (10. 79) Ca 浅賀橙 85 c区
24 (4. 70) 1.60 0.45 (11.07) Ca 明赤褐 70 c区
25 (4.20) 1.55 0.50 (8.90) Ca にぶい黄橙 60 c区
26 (2.20) (2.20) (0.50) (6.25) 明赤褐 10 A区

第256号住居跡（第204• 205図） れた可能性も考えられる。

N ・ 0-19 ・ 20グリッドに位置する。用地の関係

で2年度に分けて調査された。東壁は撹乱で壊され、

西半は検出できなかった。平面形は不明で、南北は

6.28m、南辺が2.8m検出された。深さは0.11~0.25 

mである。主軸方位は南壁でN-64'-Eを指す。

床面は緩やかな起伏があり、壁は開き気味に立ち

上がる。覆土は4層に分けられるが、上層は埋めら

第256号住居跡出土遺物観察表（第205図）

番号 器 種 ロ径 器高 底径 胎 土 焼成 色 調

1 互て BJL 良好 灰

2 高 杯 ABJ 良好 灰白

3 甕 18.0 BJL 良好 灰

4 杯 13.0 3.8 ABDJL 普通 褐

5 杯 (13.0) ABFJL 不良 灰褐

6 杯 13.2 4.4 ABEJL 不良 橙

7 i不 11.6 3.8 ABEJL 不良 にぶい橙

8 小 型 甕 7.6 ABJL 善通 にぷい橙

カマド、貯蔵穴は検出されなかった。ピットは北

東コーナーに検出され、直径90cm、深さ 6cmである。

やや浅いが貯蔵穴の可能性もある。

遺物はやや多く出土したが、図示した個体以外は

ほとんど接合しない。須恵器は高杯脚部・甕胴部が、

土師器には杯・大型の甕胴部が見られる。

残存 出土位匿 備 考

15 覆土 末野産底部外面ヘラ記号？

10 覆土 末野産 方形透孔2ヶ所残存

90 + 3cm 末野産 頭部内面に押圧痕が均等に巡る
75 覆土

30 覆土 内外面黒色処理

70 + 7 cm 
60 + 8 cm 内外面磨耗著しい
40 覆土 底部木葉痕
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SJ256 
1 にぷい贄褐色 (lOYB.4/3) 焼土粒子・焼土プロック・炭化粒子少
2 褐色 (lOYB.4/4) 焼土粒子・炭化粒子少

2m 
19"' 

3 黒褐色 (10YR2/3) 焼土粒子・焼土プロック・炭化粒子極多
4 にぷい黄褐色 (10YR4/3) 炭化粒子僅か

第204図第256号住居跡

第256号住居跡出土遺物観察表（第205図）

番号 器 種 口径 器高 底径 胎 土 焼成 色 調 残存 出土位置 備 考

， 甑 19.8 16.7 5.2 ABCEJL 不良 にぶい橙 50 + 8cm 内外面やや磨耗する

10 甑 8. o ABCEJL 不良 にぶい賀橙 60 +14cm 内外面磨耗著しい
11 甕 10.4 BEJL 普通 にぶい赤褐 90 床

第256号住居跡出土土錘観察表（第205図）

番号 長さ 径 孔径 重さ (g) 分類 色調 残存 I 備 考

12 7.00 1.90 0.50 (11.02) Ba 浅黄橙 95 

13 6.65 1.65 0.65 (10.06) Ca にぶい黄橙 65 

14 (2.45) (1.55) (0.50) (2.52) Ca にぶい橙 10 

-224-



如意遺跡
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第205図 第256号住居跡出土遺物

第361号住居跡（第206• 207 • 208 • 209図）

M-17グリッドに位置する。第362 ·363·364•380

号住居跡・第214号土坑と重複し、本住居跡が最も新

しい。東壁からカマド煙道部を浅い撹乱に壊される。

平面形は東西に長い長方形で、長軸4.87m、短軸3.

85m、深さは0.57~0.64mである。主軸方位はN

-81°—E を指す。

床面はやや起伏があり、壁は垂直に立ち上がる。

覆土中の第7層は、床面直上で検出され、炭化して

いるがムシロ状である。

カマドは東壁中央よりやや南に設置される。燃焼

部は床面を15cm程掘り込み、緩やかな段を持って煙

道部へ続く。煙道部では天井部が遺存しており、カ

マド内壁が焼土化していた。カマドの左右には棚状

の段が検出された。貯蔵穴は北東コーナーに設けら

れ、 86X6lcmの楕円形で、深さは31cmである。壁溝

は北壁と西壁から南壁にかけて検出され、幅18~38

cm、深さは2~ 3cmである。 ．

遺物は極めて多く出土し、接合率も良い方である。

灰釉陶器が2個体出土した。須恵器は蓋 ・土不・高台

付杯・甕 ・羽釜等が、土師器には杯・甕が認められ

る。第208図ー32は鉄製刀子で茎の部分が彎曲し、木

製の目釘が遺存していた。土錘が破片を含めて27点

出土した。
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第206図第361号住居跡

,． 8-

SJ361 

1 黒褐色 (10Yi3/2) 焼土粒子・炭化粒子多

2 暗褐色 (!OYR3/3) 焼土粒子・地山粒子多

3 黒褐色 (!OYR3/2) 炭化粒子・焼土粒子多

4 にぶい黄褐色 (!OYR4/3) 地山プロック多焼土粒子
5 褐色 ・(!OYR4/6) 地山ブロック多

6 黒褐色 (!OYR3/2) 混入物ほとんどなし

7 黒色 (!OYR2/l) 炭化物層（厚約2c■)
8 褐色・ (!OYR4/4) 灰白色シルトプロック多

9 暗褐色 (!OYR3/4) 灰白色シルト 焼土粒子

10 褐色 (!OYR4/4) 炭化粒子 シルトプロック多

カマド

a 暗褐色

b 明黄褐色

c 黒褐色

o・ 

C' 

(IOYR3/3) 焼土プロック・炭化粒子多

(IOYR6/6) 炭化粒子少灰

(10YR3/l) 炭化粒子・焼土粒子多

号住后細ロエ這吻四宗衣＼頭

器 種口径器高底径

坑 (16.0)

釘台付坑 <14.o)I 3.s I (6.6) 
杯 11.6I 3.1 I 6.6 
杯 12.4I 3.9 I 6.2 
t不 (12.6)I 3.9 I (6.6) 
蔚台付杯 14.0I 5.3 I 5.6 
台付杯 (12.6)I 5.1 I (5.6) 1B 
台付杯 (12.6)I 5.3 I 6.1 !BJ 
台付杯 13.6I 5.3 I 5.8 IBJL 
台付杯 (14.0)I 5.3 I (5.4) IBJ 
台付杯 (13.6)I 5.6 I (7.0) IBJL 
寸碗（

区

A区

B区

A区

+13cm 

床

床・貯蔵穴

C•D区

D区

A区

光ヶ丘施釉ハケヌリ

光ヶ丘 K-90 施釉ハケヌリ 貼付高台

末野産

末野産

南比企産

末野産

末野産

末野産

末野産 底部回転糸切後、高台を貼付

末野産 底部回転糸切後、高台を貼付

末野産底部回転糸切後、高台を貼付

末野産底部回転糸切後、高台を貼付

末野産

末野産底部ヘラケズIJ
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如意遺跡
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 第207図 第361号住居跡出土遺物(I)
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第208図 第361号住居跡出土遺物(2)

第361号住居跡出土遺物観察表（第207• 208図）

番号 器 種 ロ径 器 高 底径 胎 土 焼成 色 調 残存 出土位蛮 備 考

19 甕 (20.0) (4.5) BJ 不良 にぷい黄橙 60 カマド 内外面磨耗著しい

20 甕 (20.2) BCJL 普通 にぷい赤褐 15 A区
21 甕 (20.0) BEJL 菩通 にぷい橙 20 カマド

22 甕 (19.0) BDEJ 普通 にぶい橙 15 カマド

23 甕 (18.8) BCEJL 菩通 橙 40 カマド 内外面磨耗著しい

24 甕 (20.8) ABEJL 普通 にぷい橙 15 カマド 器形やや歪みあり

25 壺 (20.6) BDEJL 普通 にぷい褐 20 床

26 甕 (17.6) BJ 普通 にぷい褐 15 カマド

27 甕 (16.0) BEJL 普通 にぷい褐 15 A区

28 甕 (13.0) BJ 普通 にぷい賀橙 25 覆土

29 甕 4.8 BDEJ 普通 にぷい褐 60 床

30 甕 (4.6) ABCJ 普通 にぷい橙 40 覆土

31 甕 | 4.4 ABDJ ，菩通 I 褐 70 A区

32 刀 子 現存長6.70cm+2. 70cm 背幅0.25cm 刃幅2.30cm 60 覆土 重さ35.98g 木質部残存折れ曲がる
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如意遺跡
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第209図第361号住居跡出土遺物(3)

第361号住居跡出土土錘観察表（第209図）

番号 長さ 径 孔径 重さ (g) 分類 色調 残存 備 考

33 7.05 1.90 〇.55 (23.87) Ca にぶい黄橙 95 A区

34 6.35 1.85 0.65 22.52 Cb にぶい褐 100 c区
35 6.25 2.10 0.40 (23. 71) Ca にぶい橙 95 B区

36 (6.00) 2.00 0.50 (21. 29) Ca 明赤褐 85 c区砂粒目立つ
37 6.35 1. 75 0.50 17.59 Ba 橙 100 B区

38 5.30 1. 70 0.45 (13.21) Ca 橙 95 D区

39 5.65 1.65 0.50 (10. 55) Ca 橙 95 

40 (6.00) 1.50 0.45 (11.51) Ca にぷい買褐 85 c区
41 (5. 75) 1.80 0.55 (15. 43) Ca 赤褐 95 c区砂粒目立つ
42 (6.20) 1.95 0.60 (18.78) Cb にぷい赤褐 95 C区

43 (6.20) 1. 70 0.55 (16. 01) Ca にぷい黄橙 85 C区

44 (6.00) 1.40 0.45 (11.40) Ba にぶい赤褐 90 A区
45 (4.70) 1.80 0.35 (13.34) Ca 褐 65 A区
46 (4.30) 1.50 0.45 (11.83) Ba 赤褐 70 c区
47 (4.20) 1.60 0.50 (7. 84) Ba にぶい黄褐 60 C区

48 (4.10) 1.55 0.60 (7. 04) Ba 明褐 85 c区
49 (4.10) 1.30 0.50 (6.04) Ba にぶい黄橙 90 C区

50 (4.00) (1.70) 0.40 (8. 61) Ca 黒褐 40 D区

51 (3. 70) 1. 70 0.50 (6. 66) Ca 橙 45 B区

229 



第361号住居跡出土土錘観察表（第209図）

番号 長さ 径 孔径 重さ(g) 分類 色調 残存 備 考

52 (2.80) 1.45 0.45 (4.85) Ca 明赤褐 35 B区
53 (3.50) 1.90 0.50 (9.67) Ca 赤褐 90 A区砂粒目立つ

54 (3.15) 1.35 0.40 . (3.53) Ca 明黄褐 30 

55 (4.40) 2.00 0.50 (10.69) Ca にぶい褐 40 

56 (4.10) (1.80) (0.45) (4.34) Ca 褐 25 

57 (3.40) (1.65) (0.50) (7.13) Ca 灰褐 20 

58 (2.35) (1.20) (0.35) (2.17) Ba 赤褐 15 c区
59 (2.50) (1. 75) (0.45) (2.16) Ca 明褐 10 B区

第362号住居跡（第210• 211図）

L ・M-17グリッドに位置する。第367• 372 • 380 

号住居跡を切り、南半を第361号住居跡に、北西コー

ナー付近を第212号土坑に切られる。東西4.38m、南

北は西壁で3.04mが検出された。深さは0.41~0.45

mである。主軸方位はN-6°-Wを指す。

床面は緩やかな起伏があり、壁は垂直に立ち上が

る。覆土は6層に分けられるが、第1層に含まれる

．
 

、0

A-

l
r
-

―̂: 

地山プロックは角張り、人為的な埋め戻しの可能性

がある。

カマドは北壁中央に設置される。燃焼部の掘り込

みはなく、小さな段を持って緩やかに煙道部へ続き、

内壁は焼土化していた。覆土には明瞭な焼土が遺存

していた。貯蔵穴は北東コーナに設けられ、 70X59

cmの不整円形で、深さは15cmである。壁溝は検出さ

れなかった。ピットは1本検出され、深さは4cmで

loj 

．
 

9
.2
-
e
 

9.g
o
 

D A.O D‘ 

SJ361 

SJ362 
1 にぷい貧褐色 (10Yl4/3) 炭化粒子焼土粒子地山プロック多
2 暗褐色 (10Yl3/4) 炭化粒子
3 暗褐色 (10Yl3/3) 地山土多焼土粒子炭化粒子
4 暗褐色 (10Yl3/3) 地山土・焼土粒子・炭化粒子多

5 暗褐色 (10Yl3/3) 地山ブロック多
6 暗褐色 (10Yi3i4) 地山ブロック多
7 暗褐色 (10Yl3/3) 灰白色シルトブロ ック 炭化粒子
8 にぶい黄褐色 (10Yl4/3) 灰白色シルトプロック

“̂̀ -A'. 

昌

カマド

a 褐色

b 暗褐色

c 黒褐色

d 暗褐色

e 褐色

(IOYR4/4) 焼土粒子プロック炭化粒子
(10四／3) 燐土ブロック・炭・灰多
(10Yi3/1) 炭化粒子多
(10四／3) 炭化粒子・灰多
(IOYR4/4) 燒土粒子僅か

0 ~ffl 

'゚`
第210図 第362号住居跡

-230-

mailto:EJ(B@.y)v


如意遺跡

ある。

遺物は多薩に出土したが、接合率は悪い。須恵器

は図示した以外に甕片が2片見られるだけで、土師

器は杯・甕•取っ手付甑が認められる 。 赤彩された

比企型杯の小片が1片出土した。

冒 ミ ＼ 

↑ 

゜
10cm 

＇ 
---』 114

>
@4 ◎5 ◎6 97 ◎ 8 

゜
3cm 
1 : 2 

第211図第362号住居跡出土遺物

第362号住居跡出土遺物観察表（第211図）

番号 器 種 ロ径 器 高 底 径 胎 土

1 瓶 (9.8) BF 

2 況； (14. 9) ABEF 

3 褒 7.8 ABCHJ 

焼成色 調残存出土位置

亡 言
備 考

産地不明（群馬・秋間産 ？）自然釉 胎土緻密

やや磨耗

底部木葉痕

第362号住居跡出土土錘観察表（第211図）

番号 長 さ 径 孔径 重さ(g) 分類 色調 残存 備 考

4 7.00 1.85 0.50 19.68 Ca にぶい赤褐 100 

5 6.10 1.65 0.60 (13.29) Ca にぶい橙 95 

6 (5.85) 1.70 0.50 (12°.43) Ca 橙 95 砂粒目立つ

7 (5.00) 1.45 0.55 (6.33) B'a 橙 70 砂粒目立つ

8 (3.30) 1.35 0.55 (3.77) Ca にぷい黄橙 55 

第363号住居跡（第212•213図）

M-17グリッドに位置する。第364号住居跡を切

り、第361号住居跡に切られる。南半は調査区域外に

ある。本住居跡は第368号住居跡を拡張した住居跡

と判断した。平面形は東西に長い長方形と考えられ

るが、西側がやや膨らむようである。東西は4.46m、

西壁で2.50mが検出された。深さは0.45~0.5lmで

ある。主軸方位はN-75°—E を指す。

床面はやや起伏があり、壁は垂直に立ち上がる。

カマドは東壁に設置される。燃焼部は床面を20cm

ほど掘り下げ、煙道部は急激に立ち上がる。底面に

は明瞭な焼土層が観察された。貯蔵穴、壁溝は検出

されなかった。

遺物は小片が少量で、図示できたのは土錘のみで

ある。須恵器は杯・高杯脚部が、土師器には杯・高

杯・甕が認められるが、他の遺構からの混入も考え

られる。

第364号住居跡（第212• 213図）

M-17グリッドに位置する。第361・363・368号住

居跡に切られ、西壁は3本のグリッドピットに壊さ

れる。平面形は不明とせざるを得ない。南北は西壁
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で3.88m、東西は2.23m検出されたのみである。深

さは0.38~0.46mである。主軸方位は西壁でN-18'

-Wを指す。

床面はやや起伏があり、壁はほぽ垂直に立ち上が

る。覆土は6層に分けられるが概ね自然堆積と考え

られる。

カマド、貯蔵穴等の施設は検出されなかった。

遺物は少量で、図示した以外はほとんど接合しな

い。須恵器は高杯・甕が、土師器には杯・甕が認め

られる。

第368号住居跡（第212• 213図）

M-17・18グリッドに位置する。第364号住居跡を

切り、第361号住居跡に切られる。南半は調査区域外

にある。本住居跡は第363号住居跡の床面に壁溝が

検出され確認できたもので、第363号住居跡は本住

居を拡張したものと考えられる。平面形はやや歪ん

だ正方形と思われ、東西3.18m、南北は西壁で2.19

mが検出された。深さは0.51m前後だが本来の床面

かどうかは明瞭でない。主軸方位はN-75°-Eを指

す。

床面、壁の状態は不明である。覆土は壁溝のみ遺

存していた。壁溝は東壁以外で全周するようだが、

西側は一部途切れる。幅12~16cm、深さは2~ 7cm 

である。カマドは第363号住居跡と同位置とも考え

られるが不明とせざるを得ないb

遺物は少祉で、須恵器は図示した 1点のみで、土

師器は士不・甕が認められる。

ヽ

I 耕作土

SJ363 
1 にぷい黄褐色 (10YR4/3) 地山土多炭化粒子

•4 

＼ ｛`冒
2 暗褐色 (10YB3/4) 埠山土多

SJ 368 3 灰贄褐色 (10YR4/2) 地山プロック多

'［ 9 1]）） 
炭化粒子・焼土粒子僅か

4 暗褐色 (10YR3/3) 地山プロック少

SJ361 

I l 11¥1 
5 暗褐色 (10Yi3/4) 地山土多炭化粒子僅か

J震 I -I r'I瓢 SJ368 
6 黒褐色 (10四／3) 炭化粒子多

SJ364 
7 褐色 (IOYR4/4) 地山土主体炭化粒子・

焼土粒子僅か

S』363 ¥ - II I ~ 
8 にぶい贄褐色 (IOYR5/4) 地山土多

炭化粒子・焼土粒子僅か

9 暗褐色 (10YR3/4) 8層に似るが色属暗い
10 にぶい賞褐色 (IOYR4/3) 地山プロック主体

炭化粒子・焼土粒子僅か

11 暗褐色 (10YR3/4) 8層に似るが粘性強

12 褐色 (IOYR4/4) 地山土主体

SJ364 

． 3 

．
 

•V 

3
.
》

鴫

く

SJ363 カマド
a 暗褐色 (10YR3/3) 焼土粒子・炭化粒子粒

b 暗褐色 (10YR3/4) 焼土プロック多
， 天井崩落土

c 暗褐色 (10YR3/4) 炭化粒子プロック
d にぷい黄褐色 (10YR4/3) 焼土粒子・炭化粒子僅か

知
19 .. 

第212図第363• 364 • 368号住居跡
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如意遺跡

S J364 S J368 

｀ 三三←〈 5

こロー3
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1 : `  
S J363 

@6⑤ ◎@，べ 10@1◎ 12 @,3 ④ 14 ~JS 0 3cm 
I I I I 1:2 

第213図第363• 364 • 368号住居跡出土遺物

第364号住居跡出土遺物観察表（第213図）

番号 器 種 口径 器高 底径 胎 土 焼成 色 調 残存 出土位鑽 I 備 考

1 高 杯 (17.0) BJ 良好 灰 10 覆土 1末野産 方形透孔1ヶ所残存

2 杯 (13.0) BEJ 普通 灰褐 15 覆土

3 杯 (12.2) 4.2 BEJ 普通 にぶい褐 40 +8cm I内外面黒色処理磨耗著しい

第368号住居跡出土遺物観察表（第213図）

番号 器 種 口径 器高 底径 胎 土 焼成 色 調 残存 出土位置 備 考

4 高台付坑 9.4 JL. 普通 灰白 60 + 4cm 末野産 底部回転糸切後、高台を貼付
'5 甕 (19.4) BCJ 不良 橙 20 +16cm 内外面磨耗著しい

第363号住居跡出土土錘観察表（第213図）

番号 長さ 径 孔径 重さ (g) 分類 色覇 残存 備 考

6 6.95 1.85 0.60 19.81 Ca にぶい黄橙 100 

7 6.55 1.80 0.50 17.47 Ba 赤褐 100 

8 6.20 1.35 0.55 (9.31) Ba 明黄褐 95 ， (3.85) 1.55 0.60 (6.13) Ca 灰黄褐 55 

10 (4.85) (1. 80) (0.65) (4. 91) Ca にぶい賀褐 30 

11 (4.05) 0.85 0.25 (2. 52) Ba 明赤褐 95 砂粒目立つ

12 (3.60) 0.95 0.25 (2. 99) Ba 明赤褐 80 砂粒目立つ

13 (2.45) (1.50) 0.45 (3. 73) Ca 褐 25 

第364号住居跡出土土錘観察表（第213図）

胃） 5

0

 

3

5

 

．． 
1

1

 

径
一

孔径

0.35 

0.35 

重さ(g)

10.81 

(7. 97) 

分類

Ba 
Ba 

色調

明赤褐

暗赤褐

残存

100 

55 

備 考
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第365号住居跡（第214• 215図）

L-17・ 18グリッドに位置する。第213• 214 • 403 

号住居跡を切り、北側を撹乱に壊される。平面形は

束西に長い長方形と思われ、束西が3.54m、南北は

1.82m検出された。深さは0.15~0.20mである。主

軸方位はN-77°—E を指す。

床面はやや起伏があり、壁は垂直に立ち上がる。

可 勺

ヽ u 

゜

撹 I II 1 1卜添恣

乱 I II 111姿、S》

．晶‘/：ミ`

<(! 1- 月`玉塁

カマドは東壁に設置される。燃焼部は10cm程掘り

下げ、川原石を利用した支脚が出土した。貯蔵穴は

検出されなかった。壁溝はカマド左と南西コーナー

付近で検出され、幅11~17cm、深さ 5~ 7cmである。

遺物はやや多盤に出土したが、接合率は悪い。須

恵器は高台付杯・甕が、土師器は甕が認められる。

SJ365 
1 褐色 (10YR4/4) 地山プロック多 暗褐色プロック少
2 暗褐色 (IOYR3/3) 地山プロック
3 褐色 (!OYR4/4) 灰白色シルトプロック
4 褐色 (10YR4/4) 灰白色シルト・地山プロック多
5 褐色 (IOYR4/4) 灰白色シルト・地山プロック多 炭化粒子

カマド

a 暗褐色 (10YR3/2) 焼土粒子・焼土プロック
b 赤褐色 (2.5YR4/8) 焼土粒子・焼土プロック・炭化粒子
c 黒褐色 (10YR3/1) 焼土粒子
d 暗褐色 (IOYR3/2) 焼土粒子

2m 
160 

第214図第365号住居跡

□ 1 ロ
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二 口／口＼ 5

＼こ口／
10cm 
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厄〉8

第215図 第365号住居跡出土遺物
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如意遺跡

第365号住居跡出土遺物観察表（第215図）

番号 器 種 ロ径 器高 底径 胎 土 焼成 色 調 残存 出土位冠 備 考

1 杯 (12.6) 4.2 (7.2) BJ 良好 灰 30 覆土 群馬産？ 底部ヘラ切り

2 高台付坑 14.2 5.2 6.4 BJL 不良 暗灰黄 95 + 6cm 在地産
3 高台付坑 14.1 5.7 6.6 BJL 不良 橙 70 カマド 在地産酸化焔焼成
4 高台付坑 (13. 0) 5.5 6.8 BDEJ 普通 浅黄橙 60 カマド 在地産
5 甕 (20.6) BDEJ 普通 にぷい黄橙 15 覆土
6 甕 3.8 BDEJ 普通 にぶい黄橙 40 覆土
7 不明鉄製品 縦5.10cm 横1.35cm 厚さ0.80cm 重さ51.51g 床

第365号住居跡出土土錘観察表（第215図）

番号 長さ 径 孔径 重さ (g) 分類 色調 残存 I 備 考

8 (3.25) 1.65 0.45 (7.80) Cb にぶい賀橙 50 ， (4.20) 1. 70 0.40 (7. 91) Ca 橙 50 
10 (4.30) (1.80) (0.55) (5. 96) Ca 赤褐 35 

l
 

I
 

第367号住居跡（第216• 217 • 218図）

L • M-17グリッドを中心に位置する。第378• 

381 • 388 • 395号住居跡を切り、第362• 366号住居跡

に切られる。平面形は南壁がやや長いが正方形に近

い。長軸5.90m、短軸5.37m、深さは0.33~0.37m

である。主軸方位はN-24°-Wを指す。

床面はやや起伏があり、壁は垂直に立ち上がる。

覆土の上層3層（第1層～3層）は、類似し人為的

な埋め戻しと考えられる。

カマドは北壁中央よりやや西に設置される。燃焼

部はやや左に寄っており、床面を10cm程掘り込む。

自然石利用の支脚が出土し、段を持って煙道部へ続

f .-1'. 

こ一言疇冒

く。明瞭な焼土層が観察された。貯蔵穴は明確に検

出されなかったが、位置的にP2はその可能性が高

い。壁溝はカマド周辺と南壁以外で検出されたが、

断続的である。幅10~18cm、深さは 2~ 7cmである。

ピットは11本検出されたが何れが柱穴かは判断で

きなかった。 Pl~Pllの深さは32cm、43cm、21cm、

20cm、23cm、21cm、28cm、15cm、28cm、14cm、15cm

である。

遺物は多量に出土したが、小片が多く接合率は悪

い。須恵器は高杯・甕が認められるが破片が僅か4

片である。土師器は杯・甕 ・甑が見られる。自然石

利用の編物石が3個出土した。

SJ367 P1・2 
9 にぶい黄褐色 (IOYRS/4) 地山土主体炭化粒子僧か
10 暗褐色 (IOYR3/4) 焼土粒子・炭化粒子僅か
11 暗褐色 (IOYR3/4) 10層に似るが焼土プロック多
12 褐色 (IOYRS/4) 地山土主体
13 暗褐色 (IOYR3/3) 炭化粒子僧か

SJ367 P3•4 
14 黒褐色 (IOYR2/2) 黒色土主体炭化粒子多焼土粒子僅か
15 にぶい黄褐色 (IOYR4/3) 地山土多
16 暗褐色 (IOYR3/3) 炭化粒子粒子僅か
17 暗褐色 (IOYR3/3) 16層に似るがしまり有

2m 
190 

第216図第367号住居跡(I)
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SJ367 カマド

1 褐色 (10YR4/4) 地山土多焼土粒子炭化粒子 a 暗褐色 (10YR4/3) 焼土粒子僅か

2 褐色 (10YR4/4) 1層と似るがやや締まり有 b 黒褐色 (10YR3/3) 炭化粒子僅か

3 にぷい黄褐色 (10YR4/3) 1層と似るがやや締まり有 c 褐色 (10YR4/4) 地山土主体焼土粒子多

4 暗褐色 (10YR3/4) 炭化粒子・焼土粒子多 d 暗褐色 (IOYR3/4) 地山土多

5 黒褐色 (10YR2/2) 黒色土主体炭化粒子多焼土粒子僅か e 黒褐色 (10YR3/2) 地山土多

6 褐色 (10YR4/6) 地山土主体焼土粒子僅か f 黒褐色 (10YR3/2) 混入物ほとんど無

7 褐色 (10YR4/4) 地山土主体 g 黒褐色 (10YR3/2) 炭化粒子僅か

8 黒褐色 (IOYR2/2) 炭化粒子僅か h 暗褐色 (10YR3/3) 焼土粒子・炭化粒子多

i 暗褐色 (10YR3/4) 地山土多

第217図第367号住居跡(2)
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如意遺跡

｀ ｀ここ
----15 言三□ズ

I
 

I
 

；
 

！
 

□
 ”
 
ゞ

□
 

、/
/
14

ヽ
◇
 

，
 

④17 ⑥ 1B 

第218図 第367号住居跡出土遺物
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第367号住居跡出土遺物観察表（第218図）

番号 器 種 ロ径 器高 底径 胎 土 焼成 色 綱 残存1出土位置 偏 考

1 杯 (12.4) 5.3 ABEF 良好 にぶい橙 55 覆土 やや磨耗

2 杯 (15.1) 4.3 ABEF 普通 明赤褐 50 床 やや磨耗

3 杯 (13.0) ABDF 晋通 にぶい褐 10 覆土 磨耗・剥落著しい 調整不明

4 杯 (13.0) BDE 普通 にぷい黄橙 20 覆土 やや磨耗歪み有り

5 杯 (12.0) ABEF 普通 灰黄褐 15 覆土 やや磨耗

6 杯 (16.2) ABD 良好 橙 15 覆土 磨耗著しい

7 甑 (21. 9) ABCG 普通 にぷい橙 15 床 内面磨耗著しい

8 甕 (18.1) ABDF 普通 にぶい橙 25 +13CIJI ， 甕 (19.6) ABCD 良好 にぷい褐 20 +8四 歪み有り
10 甕 18.1 ABCEF 普通 にぶい橙 70 床

11 甕 21.3 ABDEH 普通 にぷい賀橙 80 + 2cm やや磨耗歪み有り
12 甕 (4.8) ABDE 普通 ．黒褐 40 覆土 底部木葉痕

13 甕 4.8 ABCFJ 普通 褐灰 30 + 6cm 
14 甕 (7.4) ABCEJ 普通 にぷい赤褐 30 床

15 甕 7.4 ABCJK 普通 にぷい赤褐 95 + 6cm 底部木葉痕

16 刀 子 現存長8.35cm背幅0.50cm刃幅1.40cm重さ43.85g覆土

第367号住居跡出土土錘観察表（第218図）

番号 長さ 径 孔径 重さ(g) 分類 色調 残存 備 考

17 6.50 1.90 0.50 18.75 Ca にぷい黄橙 100 
18 6.00 1.50 0.50 11.46 Ba にぷい橙 100 

19 (4.30) (1.50) (0.40) (5.66) 明赤褐 40 SX12~SJ367試揖Tフク土

20 (4.00) (1.60) 0.55 (4.89) 橙 30 

21 (3.15) (1.90) 0.40 (3. 78) Ba 褐灰 25 

第369号住居跡 （第219• 220図）

L-17 • 18グリッドに位置する。第372• 379 • 388 

号住居跡と重複し、本住居跡が最も新しい。乎面形

は正方形で、長軸3.51m、短軸3.47m、深さは0.

39~0.48mである。主軸方位はN-53°-Eを指す。

床面はほぽ平坦で、壁は開き気味に立ち上がる。

J 

＇ 
•V 

今s

一99 1 1...!II Rヽ I

貯蘊穴 I I 

’’ ’’‘‘‘̀‘ 
SJ369 
1 黒褐色 (IOYR3/1) 地山粒子炭化粒子粒焼土粒子
2 暗褐色 (10Yl3/3) 地山粒子・炭化粒子粒・饒土粒子多

I¥)鳳 3 暗褐色 (10YB3/3) 逢山プロック・炭化粒子・焼土粒子多
4 黒褐色 (10YR3/1) 亀山プロック 炭化粒子焼土粒子
5 暗褐色 (10Yl3/3) 焼土餃子炭化拉子
6 褐色 (10Yl4/4) 焼土粒子
7 暗褐色 (IOYB.3/3) 焼土較子・塩山プロック多 炭化粒子

カマド

a 赤褐色 (2.5YR4/8)焼土ブロック主体炭化粒子
b 暗褐色 (IOYB.3/3) 炭化粒子焼土粒子
c 褐色 (10Yl4/4) 炭化較子・灰多

“' ゜
2., 
19110 

第219図第369号住居跡
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如意遺跡

覆土は4層に大別され、何れも地山土、焼土粒子、

炭化粒子を含んでいる。

カマドは北東壁に設置される。燃焼部の掘り込み

はなく、階段状の煙道部となる。内壁の一部が焼土

化していた。貯蔵穴はカマド右に設けられ、 71X63

cmの円形で、深さは31cmである。壁溝、ピットは検

出されなかった。

遺物は多黛に出土したが、接合率は悪い。須恵器

は杯・甕が認められるが12片だけである。土師器は

杯・甕が見られる。貝巣穴痕泥岩が1点出土した。
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第220図 第369号住居跡出土遺物

第369号住居跡出土遺物観察表（第220図）

番号 器 種 口径 器高 底径 胎 土 焼成 色 調 残存 出

1 埓 14.2 5.9 7.9 J 良好 灰黄 100 

2 t不 (l l. 0) 3.4 BEJL 普通 にぷい黄橙 40 
3 t不 10.7 2.9 BDJL 将通 橙 100 

4 甕 (21.6) BDJL 不良 にぷい褐 15 
5 甕 (21.0) BDJL 不良 橙 30 

6 甕 (23.0) ABJ 不良 橙 15 

7 甕 7.0 BJL 牲通 にぷい橙 70 

戸：：り
考

|
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第369号住居跡出土土錘観察表（第220図）

州`
I 
長さ 径 孔径 重さ (g) i 

8 7.95 2.10 0. 4 5 (24.43) ， 7.40 2.00 〇.50 24.99 
10 7.15 1. 75 0.50 (15. 91) 
11 7.00 1.20 0.40 (7.66) 
12 5.50 1.35 0.50 (8.43) 
13 (4.95) 1.45 0.45 (8.41) 
14 (4.50) 1.50 0.55 (8.12) 
15 (4.00) 1.35 0.55 (6.62) 
16 (3.20) (1.45) 0.45 (3.44) 
17 (1.80) (1.50) (0.50) (1. 74) 

第370号住居跡（第221 • 222図）

L-19グリッドに位置する。第373・374・384・394

号住居跡・第10号掘立柱建物跡と重複し、本住居跡

が最も新しい。平面形は東西に長い長方形で、長軸

6.16m、短軸3.98m、深さは0.37-0.44mである。

主軸方位はN-83°-Eを指す。

床面は起伏があり、中央付近が高くなる。壁は垂

直に立ち上がる。

カマドは東壁中央に設置される。煙道部先端近く

をグリッドピットに壊される。袖は検出されなかっ

第370号1主居跡出土遺物観察表（第222図）

分類 色

Ca 明赤褐 95 

Ca 褐灰 100 

B'a こぶい橙 95 

Ba こぶい橙 95 

Ba 黒 95
Ba 黒褐 90 

Ba こぷい褐 90 

Ca 橙 70

Ca i ぶい赤褐 45 

Ca こぶい橙 15 

た。燃焼部はピット状に掘られ、煙道部は凹凸を持っ

て立ちあかる。カマド手前は浅く掘り窪められてい

た。貯蔵穴は検出されなかった。壁溝は東壁以外で

検出され、北西コーナーでは途切れていた。輻

13-25cm、深さ 3- 6cmである。

遺物は多鼠に出土したが、接合率は悪い。須恵器

は蓋．杯・皿・瓶・甕等が認められ、土師器は杯・

甕・台付甕が見られる。上錘が破片を含めて2引固出

土した。また、住居跡中央で扁平な石が床面直上か

ら出土した。

番号 器 種 I日径 器高 底径 胎 土 焼成 色 調 残存 出土位渡 備 考

み径2.6cm1 蓋 BJL 良好

2 蓋 (16.0) JL 良好

3 蓋 13. 7 3.5 IJL 良好

4 蓋 (20. 0) JL 普通

5 .Ilil. (12.8) 2.1 (6.0) JL 良好

6 杯 (12.0) 4.0 7.0 JL 良好

7 杯 13.0 3.8 6.9 IJL 良好

8 坑： 6.4 IJL 良好， 坪： 6.4 BL 良好

10 坪： (13.0) JL 良好

11 坪： (13.0) IJL 良好

12 瓶 (8 4) BIJ 良好

13 杯 (14.8) 4.6 ABDJ 不良
14 杯 (12.4) 3.2 J 

L 
不良

第370号住居跡出土土錘観察表（第222図）

%`I 

長さ 径 孔径 重さ (g)

5.70 2.50 0.50 31.34 

5.80 2.30 0.50 24.53 

6.10 1. 90 0.45 (18.11) 

5.60 1. 70 0.50 15.45 

6.10 1. 90 0.50 (19.57) 

6.85 1.60 0.50 (14.83) 

7.60 2.25 0.50 38.01 

6.20 2.20 0.50 28.53 

5.40 2.00 0.65 (19.49) 

——---------—---------------------

灰 20 裂土

灰臼 10 覆土

灰 60 覆土

黄灰 10 覆土

灰 15 覆土

灰 40 骰土

灰 90 床

灰 70 狡土

灰 90 覆土

灰白 20 覆土

灰 10 覆土

黄灰 10 覆土

にぶい橙 60 禎土

にぶい橙 50 覆土

分類 色調

Cb にぶい橙

Ca にぷい黄橙

Ca 黒褐

Ca にぶい橙

Ca 褐灰

Ba にぷい質橙

Ca 明赤褐

Cb 橙

Ca にぶい黄橙

-240 -

末野産つ

末野産天

南比企産

末野産内

末野産回

末野産但l
南比企産

南比企産

末野産匝

末野産

南比企産

南比企産

内外面磨耗

内外面磨耗

残存

100 

100 

95 

100 

95 

95 

JOO 

100 

95 

部回転ヘラケズリ

まみ径2.5cm

外面磨耗

糸切

糸切

部外面ヘラ記号「x」
転糸切

糸切

しい

しい

備 考

砂粒目立つ

砂粒日立つ
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SJ370 
1 鴫褐色 (lOYU/3) 
2 疇褐色 (lOYU/4) 
3 にぶい貫褐色 (lOYl4/3)
4 疇褐色 (10Yl3/4) 

5 暗褐色 (lOYl3/3) 
6 黒襴色 (10YR2/3) 
7 褐色 (10Y14/4) 
8 褐色 (lOYB.4/4) 

炭化粒子・饒土粒子・地山土多

地山ブロック多饒土粒子・炭化粒子少

地山ブロック主体

2層に似るが地山大型ブロック多
炭化粒子少

4層に似るが燻山ブロック・焼土較子少

炭化粒子層

壁・底の溶軟化層

粘賓地山土主体貼床の一部か

カマド

a 略褐色 (10Yl3/3) 
b 暗褐色 (10Yl3/4) 
c 暗褐色 (10Yl3/4) 
d にぶい貫襴色 (10Yl4/3)
e 黒褐色 (lOYIZ/3) 
f 轄褐色 (10Yl3/4) 
g 褐色 (10Y14/4) 

地山ブロック ・炭化粒子多燐土ブロック少

a層に似るが焼土ブロック多埠山ブロック少

天井艤菖土嬌山土下辺燒土化

嬬山ブロック主体天井艤菖土だが非燐土化

灰層饒土・炭化粒子

褐色土・地山ブロック 充填土

地山に似る 床面の溶軟化層

第221図第370号住居跡
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第370号住居跡出土土錘観察表（第222図）

番号 長さ 径 孔径 重さ (g)

24 4.50 2.30 0.55 23.86 

25 5.10 1.85 0.50 15.65 

26 5.15 1.60 〇.55 11. 77 

27 4.45 1.60 0.40 10.48 

28 (4.10) 1.60 0.60 (8.66) 

29 4.40 1.45 0.45 8.27 

30 4.90 1.95 0.40 (9. 98) 

31 (4.50) 1.50 0.55 (9.41) 

32 (5.30) 1.80 0.50 (13.76) 

33 (3.00) 2.40 0.75 (14.29) 

34 (3.80) 1.85 〇.65 (10.78) 

35 (3.80) 1.50 0.35 (7.17) 

36 (3. 70) 1.55 0.55 (7.54) 

37 (2.80) 1.60 0.60 (5. 79) 

38 (3.45) 1. 75 0.60 (8.12) 

39 (3. 75) (1. 90) (0. 70) (7.60) 

第371号住居跡（第223• 224図）

L • M-18グリッドを中心に位箇する。第372• 

376 • 377号住居跡を切り、第11号掘立柱建物跡・第

215号土坑に切られる。平面形は東西に長い長方形

で、長軸5.75m、短軸4.62m、深さは0.47-0.52m

である。主軸方位はN-15°-Wを指す。

床面は緩やかな起伏があり、壁は垂直に立ち上が

る。

カマドは北壁中央より東に設涸される。燃焼部は

床面を15cmほど掘り込み、緩やかに煙道部へ続く。

天井部が一部遺存していた。貯蔵穴は北東コーナー

第371号住居跡出土遺物観察表（第224図）

如意遺跡

分類 色調 残存 備 考

Cb にぶい黄橙 100 

Ca 明赤褐 100 砂粒目立つ

Ba にぶい橙 100 

Ca にぶい黄橙 100 

Ca にぶい橙 95 

Ba にぷい黄橙 100 

Ba 黒 90 

Ba 橙 75 

Ca 明赤褐 90 砂粒目立つ

Cb にぶい橙 40 

Ca 橙 50 

Ba 赤褐 60 

Ca 橙 80 

Ca 灰白 50 

Cb 灰褐 40 

Eb 灰黄褐 45 

に設けられ、直径60cmの円形で、深さは31cmである。

壁溝は西壁以外で検出され、幅16~34cm、深さは 7

~12cmである。ピットは 6本検出され、 Pl~P4

は柱穴である。覆土には明瞭な柱痕が確認できた。

遺物は多量に出土したが、周辺の遺構からの混入

も多いと考えられ、接合率は悪い。須恵器は蓋・;I:禾

高台付杯・甕・瓶類等が認められ、土師器は杯・甕・

台付甕•取っ手付蔀が見られ、杯片が多く、甕片が

少ない傾向がある。士錘が破片を含めて23点出士し

た。

番号 器 種 日径 器高 底径 胎 土 焼成 色 調 残存 出土位置 備 考

1 瓶 BJL 普通 灰 80 p 4 末野産高台部剥離

2 嵩台付坑 6.0 BGJL 将通 褐 100 B区 在地産雲母多量

3 杯 (16.2) JL 良好 灰 15 D区 末野産体部下端囮転ヘラケズリ

4 杯 (13.8) BDJ 普通 橙 15 A区

5 杯 (12.6) 3.4 BDJL 普通 橙 50 カマド

6 士不 (13.0) BEJL 不良 にぶい橙 20 B・C灰 内外面磨耗署しい

7 杯 (15.0) ABDJ 普通 橙 15 カマド

8 坪； (18.0) ABJL 不良 にぶい橙 15 B区 内外面やや磨耗する， 坪； 16.4 3 3 ADJL 不良 橙 80 D区 内外面やや磨耗する

10 杯 12.0 2.6 BDEJ 普通 橙 50 A・C区 内外面やや磨耗する

11 杯 (12.0) 3.1 BDJ 普通 にふい褐 15 B区

12 嘩ュ心 (5 0) BDEJ 将通 灰褐 60 カマド

13 甕 (5.0) ABJ 将通 にぶい褐 30 カマド

14 甕 (16.0) BCEJL 不良 橙 15 B区 内外面磨耗著しい

15 | 甕 (11.6) BDJL 1普 通にぶい褐 I 30 覆土
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SJ371 
1 黒褐色 (lOYR3/2) 炭化粒子
2 にぷい賛褐色 (10YR4/3) 炭化粒子 地山ブロック
3 褐色 (lOYR4/4) 地山プロック多 炭化粒子

4 贄褐色 (lOYRS/6) 3層より粘性強炭化粒子
5 褐色 (10YR3/2) 炭化粒子多 焼土粒子
6 褐色 (10YR4/4) 炭化粒子微

7 褐色 (10YR4/4) 炭化粒子 ・焼土粒子多
8 黄褐色 (lOYRS/6) 柱痕 炭化粒子・焼土粒子少
9 褐色 (10YR4/6) 炭化粒子少
10 賛褐色 (lOYRS/8) 炭化粒子少

゜`＇．o

G 13.0 G' 

11 暗褐色
12 暗褐色

13 暗褐色

o・ 

H 13.0 H' 
’ ’  

2m 
9 :90 

(IOYR3/3) 炭化粒子・焼土粒子少
(IOYR3/4) 炭化粒子多
(IOYR3/3) 炭化粒子多

カマド

a 褐色 (!OYR4/4) 賛褐色粒子・焼土プロック ・炭化粒子少
b 褐色 (10YR4/4) a層と似るがより大きな焼土プロ ック
c 褐色 (10YR4/6) 天井崩落土黒色ブロック 焼土粒子

d 褐色 (10Yl4/4) 焼土プロック多 炭化粒子
e にぷい贄褐色 (l0YR5/4) 焼土ブロック多 地山ブロック少
f 暗褐色 (10YR3/4) 炭化粒子・灰・焼土プロック多

第223図第371号住居跡
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第224図 第371号住居跡出土遺物
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第371号住居跡出土土錘観察表（第224図）

番号 長さ 径 孔径 重さ (g) 分類 色調 残 存 備 考

16 6.60 1.85 0.60 (19. 76) Cb 照 95 D区
17 7.00 2.25 0.65 (31. 64) Ca 明赤褐 90 A区
18 5.9 1.85 0.50 18.39 Ca 褐灰 100 B区
19 8.20 1.80 0.55 (23.01) Ca にぶい黄橙 95 カマド

20 6.90 1.80 0.60 19.62 Ca 褐灰 100 D区
21 6.8 1.90 0.40 (21.18) Ca にぷい黄橙 95 A区
22 6.10 1. 75 0.40 17.47 Ca にぶい賀橙 100 D区
23 5.75 1.75 0.45 18.10 Ba 橙 100 

24 6.45 1.90 0.40 22.93 Ca 黒 100 D区
25 6.30 1.50 4.50 (11. 89) Ba 灰褐 90 カマド

26 5.85 1.60 0.40 13.41 Ca 照 100 c区
27 5.70 1.85 0.45 15.13 Ca 橙 100 c区
28 (5.65) 1.55 0.50 (10.84) Ca 灰褐 85 c区
29 4.85 1. 70 0.60 (11.25) Ca 赤褐 95 C区

30 (4.65) 1. 75 0.45 (11.19) Ca 橙 75 D区
31 (4.50) 1.95 0.45 (10.76) Cb にぷい橙 65 A区
32 (4.80) 1. 75 0.50 (10.61) Ca 橙 80 D区
33 (4.00) 2.00 0.50 (9.56) Cb にぷい橙 45 B区
34 (3.40) 1.45 0.55 (6.40) Ba 照褐 50 A区
35 (3.65) 1.95 0.40 (12.75) Cb 橙 45 D区
36 (4. 75) (1.50) (0.40) (5.91) Ca にぷい橙 40 カマド

37 (4.05) (1.65) (0.40) (5.45) Ca にぷい橙 35 D区
38 (2.90) 1.70 0.40 (4.47) Ca 明赤褐 35 B区

第372号住居跡（第225• 226図）

L-17グリッドを中心に位置する。第377• 379・

395 • 403号住居跡を切り、第211• 214 • 362 • 369 • 

371号住居跡に切られる。カマドの一部は撹乱に壊さ

れていた。平面形は東西に長い長方形で、長軸6.97

m、短軸5.94m、深さは0.20~0.30mである。主軸

方位はN-61°-Eを指す。

号住居跡や撹乱に壊され不明瞭である。燃焼部の掘

り込みなく 、自然石利用の支脚が出土した。貯蔵穴

はカマド右に設けられ、 65X60cmの円形で、深さは

61cmである。壁溝は北壁の一部に検出され、幅

19~29cm、深さは 2~ 9cmである。ピットは 4本検

出され、 Plの位置に疑問が残る力弔プ豆と考えられ

る。 ．

床面はほぽ平坦だが南側がやや高い傾向が見られ

る。壁は垂直に立ち上がる。

遺物は多獄に出土したが、接合率は悪い。須恵器

は杯小片が2片のみで、土師器は杯・高杯・甕が認

められる。カマドは東壁の北寄りに設置される。第211・214

第372号住居跡出土遺物観察表（第226図）

番号 器 種 ロ径 器 甜 底径 胎 土 焼成 色 調 残存 出土位置 備 考

1 況： 12.2 4.5 BJL 不良 にぷい赤褐 90 貯蔵穴 内外面磨耗著 しい

2 土不 (11』2) BJ 不良 橙 30 貯蔵穴 内外面磨耗著しい

3 坑： (13.2) 4.4 BDEJL 不良 にぷい橙 50 +69cm 内外面やや磨耗する
4 坑： (14.4) 5.1 ABEJ 不良 にぷい橙 15 床 内面熱色処理 磨耗著 しい

5 鉢 (16.2) 8.0 BJ 不良 橙 40 カマド 内外面磨耗著しい

6 高 杯 (11.0) BDJ 不良 にぷい橙 70 カマド 内外面磨耗著しい

7 高 杯 (9.4) BJ 普通 にぷい橙 30 覆土 内外面磨耗著 しい

8 甕 (20.0) BDEJL 不良 にぶい橙 20 覆土 内外面磨耗著しい， 甕 (17.0) ABEJ 普通 橙 45 +61cm 

10 甕 17.4 34.6 5.0 BJL 普通 にぶい橙 70 貯蔵穴

11 甕 18.0 35.5 5.4 BCJL 普通 にぷい賀褐 95 貯蔵穴 外面磨耗底部木葉痕
12 甕 (16.0) BCEJL 不良 にぷい橙 30 貯蔵穴 内外面磨耗著しい
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如意遺跡
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SJ372 

1 にぷい黄褐色 (IOYR4/3) 炭化粒子焼土粒子

2 Iこぷい黄褐色 (IOYR4/3) 地山プロック多 炭化粒子

3 黒褐色 (IOYR3/2) 焼土粒子 地山プロ ック

4 にぷい黄褐色 (IOYR4/3) 地山プロ ック多

5 にぷい黄褐色 (IOYR4/3) 地山プロ ック 灰白色粘土多
6 灰白色 (IOYR7/l) 地山プロ ック 灰白色粘土プロ ック主体

7 黒褐色 (IOYR3/2) 地山プロック多

8 暗褐色 (10YR3/3) 焼土粒子 炭化粒子

9 にぶい黄褐色 (10YR4/3) 焼土粒子 地山プロック

10 褐色 (lOYB.4/4) 砂質 地山プロック・ 焼土粒子

11 黒褐色 (lOYB.3/2) 砂質焼土粒子

カマド

a にぷい黄褐色 (10YR4/3) 炭化粒子 焼土粒子

b 褐色 (lOYB.4/4) 天井崩落土か焼土粒子地山プロ ック多

c 黒褐色 (IOYR3/1) 焼土粒子・焼土プロック多 炭化粒子

第225図第372号住居跡
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第226図 第372号住居跡出土遺物

第372号住居跡出土土錘観察表（第226図）

7 | :.9:Il~35l :.6: 重さ(g)

10．的

分類

Ba 

色調

明赤褐

残存

100 

備 考

第373号住居跡 （第227• 228 • 229図）

L-19・20グリッドに位置する。第386・393・ 394'・ 

545号住居跡を切り、第370号住居跡に切られる。用

地の関係で2回に分けて調査された。また、住居跡

の重複が激しく、遺構確認の段階で平面プランを把

握することが出来なかった。そこで他の住居跡と同

時に調査を行い、南西コーナーを含めた一部のみの

検出となってしまった。西壁2.02m、南壁が0.84m

検出され、深さは0.40m前後である。主軸方位は西

壁でN-15°-Wを指す。

床面はほぽ平坦で、壁はほぼ垂直に立ち上がるよ

うである。カマドや貯蔵穴等の施設は不明とせざる
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を得ない。

遺物はやや多く出土したが、他の遺構からの混入

も考えられ、接合率は悪い。須恵器は図示した以外

如意遺跡

にも蓋が2個体以上、他に甕が認められる。土師器

は杯・甕が見られる。

三 ロニ-2口
10cm 

ゴ14 

I 

り 口
04 `> @6 〇）7 ｀ 8 ゜ 3cm 

1:9 

第227図 第373号住居跡出土遺物

第373号住居跡出土遺物観察表（第227図）

番号 器 種 ロ径 器高 底径 胎 土 焼成 色 調 残存 出土位置 備 考

1 蓋 18.6 3.7 ABCF 普通 灰 90 +18cm 末野産つまみ直径3.6cm

2 坪： (11.9) 3.4 ABD 普通 にぶい橙 20 覆土 磨耗著しい

3 杯 (12. 9) ABD 普通 にぶい橙 15 覆土 磨耗著しい

第373号住居跡出土土錘観察表（第227図）

番号 長さ 径 孔径 重さ (g)

4 6.90 2.20 0.50 35.24 

5 6.75 1.85 0.45 20.65 

6 5.50 1.65 0.50 13.08 

7 (3.10) 1.85 0.35 (8.62) 

8 (2.85) 1.85 0.55 (7.08) 

第393号住居跡（第228• 229 • 230図）

L•M-19·20グリッドに位置する。第373·386·

394 • 541 • 545 • 551号住居跡と重複し、何れの住居

跡より旧い。用地の関係で2年度3回に分けて調査

された。平面形は東西に長く台形に近い。長軸8.61

m、短軸7.42m、深さは0.24m前後である。主軸方

位はN-77°-Eを指す。

床面は緩やかな起伏があり、壁はほぼ垂直に立ち

上がる。カマド、貯蔵穴は検出されなかった。壁溝

分類 色調 残存 備 考

Cb 暗赤褐 100 

Ca 明赤褐 100 表面まだら模様

Ca 橙 100 

Cb 明褐 40 

Ca 明赤褐 25 

は西壁でのみ検出され、幅9-20cm、深さ 2~6cm 

である。

遺物はやや多く出土したが混入も考えられ、接合

率は悪い。須恵器は器種不明の小片が1片、土師器

は椀・杯・高杯・甕が認められる。第230図ー5は滑

石製の紡錘車だが未製品と思われる。孔が穿たれて

おらず、斜面は仕上げられているが、上下面は粗く

削った状態である。
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第228図第373• 393 • 545号住居跡(I)
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如意遺跡
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麟
SJ373 
1 暗褐色
2 黒褐色
3 暗褐色

4 黒褐色

(10Ya3/3) 饒土・炭化粒子多 灰贄色地山ブロック多
(10Ya3/2) 1層に似るが地山ブロック大・少焼土儀か
(10Y13/4) 1 層に似るが燒土大塩山ブロック大•多

(10Y13/Z) 2層に似るが地山プロックヽJヽ 炭化粒子多

SJ545 
5 鴫襴色 (10'Yl3／4) 大型地山ブロック・饒土較子・炭化粒子多
6 にぶい贄褐色 (10'Yl4/3) 主に亀山ブロック 雙・塵の艤蔭土

SJ393 
7 褐色

8 黒褐色

9 襴色

10 鴫褐色

゜
2II 
1:0 

CIOY14/4) 地山ブロック多炭化較子少壇め戻し土
(IOYR3/2) 炭化較子・埠山プロック多 壇め戻し土
(10Yl“4) 亀山ブロック・灰賃褐色シルトブロック多

壇め戻し土

CIOYR3/3) 炭化粒子 ・塙山ブロック多 壇め戻し土

第229図第3.13• 393 • 545号住居跡(2)
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第230図第393号住居跡出土遺物

第393号住居跡出土遺物観察表（第230図）

番号 器 種 口径 器高 底径 胎 土 焼成 色 調 残存 出土位置 備 考

1 9不 (13.2) 3.8 ABCDEF 良好 にぷい褐 45 床 内外面黒色処理

2 坑 (13. 7) 5.7 ABCEF 不良 にぷい赤褐 25 覆土 磨耗・剥落著しい 内面赤彩

3 埼 13.5 5.8 ABCEJ 不良 明赤褐 80 覆土 磨耗著しい 内面赤彩ほとんど剥落

4 高 杯 12.0 ABCEF 普通 明赤褐 70 +15cm 磨耗著しい

5 石製紡錘車 長径5.50cm 短径2.00cm 厚さ2.60cm 重さ97.86g 100 床 滑石製未製品

第393号住居跡出土土錘観察表（第230図）

番号 長さ 径 孔径 重さ(g) 分類 色調 残存 I 偏 考

6 (2.20) 1.35 0.55 (3.03) Ca 黒褐 35 

7 (2.50) (1.40) (0.55) (2. 91) 盤褐 15 
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第545号住居跡（第228• 229 • 231図）

L-20グリッドに位置する。第386• 393号住居跡

を切り、第373号住居跡に切られる。東壁付近は撹乱

で壊される。用地の関係で2回に分けて調査された。

平面形は東西に長い長方形で、長軸3.65m、短軸2.

67m、深さは0.10m前後である。主軸方位はN-78'

-Eを指す。

床面は緩やかな起伏がある。覆土は2層に分けら

れるが上層は大型の地山プロックを含み、埋め戻さ

れた可能性もある。壁溝は断続的に検出され、幅9

~21cm、深さ 4~ 8cmである。

出土遺物は少量で、接合率は悪い。須恵器は杯の

小片が3片、土師器は杯が見られる。鉄製刀子が出

土している。

こ／
l 

3 ¥ ロ［` 
I 

！ 
伝 6

⑥4 @5 3cm 

゜
10cm 
9'4 1,2 

第231図 第545号住居跡出土遺物

第545号住居跡出土遺物観察表（第231脳）

番：］／．：；種子［且互［こごじ；：［；E［；。匡苔しこ:[;；［町出自予匿

第545号住居跡出土土錘観察表（第231図）

番号 長さ 径 孔径 重さ (g)

4 (5.80) 1.65 0.55 (11.95) 
5 (4.10) 1.30 0.45 (6.67) 
6 (2.60) (1.65) (0.45) (2. 77) 

第374号住居跡（第232• 233 • 234 • 235図）

L-18 • 19グリッドに位置する。第375• 384号住

居跡を切り、第370号住居跡に切られる。第10号掘立

柱建物跡は本住居跡より新しいが、柱穴の底面が本

住居跡の床面まで達していなかった。平面形は正方

形だがやや歪む。長軸6.58m、短軸6.46m、深さは

0.37~0.47mである。主軸方位はN-134°-Wを指

す。

床面はやや起伏があり、壁は垂直に立ち上がる。

カマドは南西壁中央より南に設置される。燃焼部

は床面を僅かに掘り込み、段を持って煙道部へ続く。

燃焼部と袖の内壁は焼土化していた。貯蔵穴は2基

検出された。貯蔵穴Aはカマド左に設けられ、直径

備

考

分類 色覇 残存 I 備 考

Ca 明赤褐 85 
Aa 灰褐 70 
Ba 黒褐 15 

80cmの円形で、深さは62cmである。貯蔵穴Bは北コー

ナーに設けられ、 82X72cmの楕円形で、深さは40cm

である。壁溝は断続的に検出され、幅18~30cm、深

さ8~23cmである。ピットは6本検出された。 Pl・

P3~P5は柱穴と考えられ、 P6もその可能性が

高い。

遺物は極めて多量に出土したが、周辺からの混入

も多いと考えられ、接合率は悪い。灰釉陶器が1点、

須恵器は蓋． t不・甕が認められる。土師器は士不・高

杯・甕・甑が見られる。第235図ー32の甕の外面は粗

い櫛状工具で調整されている。 35はやや大きいが土

製の支脚と思われる。
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如意遺跡
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SJ374 
1 褐色 (IOYR4/4) 焼土プロック 炭化粒子僅か

2 にぶい黄褐色 (IOYR5/3) 炭化粒子多 焼土プロック少
灰白色シルトやや多

3 にぷい黄褐色 (IOYRS/3) 地山プロック多 下面に炭化物堆積
4 灰黄褐色 (IOYR4/2) 地山プロック極多 炭化粒子
5 黒褐色 (IOYR3/2) 地山プロック僅か焼土プロック・炭化粒子多

6 オリーブ褐色 (2.5Y3/3) 再堆積地山
7 褐色 (IOYR4/4) 焼土粒子・炭化粒子僅か
8 オリープ褐色 (2.5Y4/3) 地山プロック極多炭化粒子僅か
9 オリープ褐色 (2.5Y4/3) 地山プロックやや多 焼土粒子・炭化粒子少
10 暗褐色 (7.5YR3/4) 焼土プロック極多 炭化粒子少

11 褐色 (IOYR4/4) 炭化粒子少

12 褐色 (IOYR4/4) 砂質シルト 黄白色砂粒僅か焼土プロック少
13 褐色 (IOYR4/4) 白色砂粒僅か焼土プロック 炭化粒子少
14 にぷい黄褐色 (IOYR3/4) 地山プロック僅か 白色粘土少
15 褐色シルト (IOYR4/4) 地山プロック僅か焼土粒子・炭化粒子少
16 褐色 (IOYR4/4) 炭化粒子少

カマド

a 褐色 (IOYR4/4) 地山プロック僅か
b オリープ褐色 (2.5Y4/3) 焼土プロック少

C オリープ褐色 (2.5Y4/3) 灰・炭化粒子僅か 地山プロック多

第234図第374号住居跡(2)

第374号住居跡出土遺物観察表（第232• 235図）

番号 器 種 ロ径 器高 底径 胎 土 焼成 色 調 残存 出土位置 備 考

1 高台付坑 7.1 B 良好 灰白 20 覆土 東濃 K-90 ハケヌリ SJ370からの混入か

2 杯 (12.8) ABC 普通 灰 15 覆土 末野産

3 杯 (10.4) ABE 普通 橙 25 覆土 磨耗著しい

4 杯 (14.0) ABE 良好 橙 35 覆土 やや磨耗肉厚

5 杯 (10.9) ABEF 良好 にぷい赤褐 20 覆土

6 杯 (12. 7) ABE 普通 明赤褐 25 覆土 磨耗

7 杯 (15.5) ABCD 普通 灰褐 15 覆土 内外面黒色処理やや磨耗

8 杯 (12.9) 3.8 ABCDE 不良 灰黄褐 60 覆土 内外面黒色処理磨耗著しい歪みあり， 杯 (13.8) ABCDE 良好 にぷい褐 15 覆土 内外面黒色処理磨耗

10 杯 (15.6) ABCE 良好 にぶい黄褐 15 覆土 内外面黒色処理やや磨耗

11 杯 (14.6) ABCE 普通 にぷい褐 20 覆土 内外面黒色処理やや磨耗

12 杯 (14.0) ABCDE 普通 にぷい褐 30 覆土 磨耗

13 杯 (18.4) ABCE 普通 明赤褐 20 覆土 やや磨耗外面ミガキ不明瞭

14 杯 13.9 5.2 ABDE 不良 明赤褐 80 覆土 内面剥落著しい

15 杯 (17.0) ABCE 普通 橙 40 覆土 外面赤彩磨耗著しい

16 杯 (13. 7) AB 良好 にぶい褐 20 覆土 内外面黒色処理

17 杯 (13.6) ABC 良好 にぶい褐 15 覆土 内外面黒色処理やや磨耗

18 高 杯 (13.0) ABCE 普通 橙 60 覆土 磨耗著しい

19 手捏ね (9.3) 4.1 (5.2) ABC 良好 橙 25 覆土 磨耗

20 鉢 (15. 7) BCF 普通 明赤褐 25 覆土 磨耗著しい

21 甕 (18.3) ABCF 不良 橙 20 覆土 歪みあり

22 甕 (19.6) ABCF 普通 明赤褐 30 + 4cm 磨耗著しい
23 甕 (21.8) BCF 普通 明赤褐 15 覆土 磨耗著しい

24 甕 6.7 ABCDHJ 普通 にぶい赤褐 80 覆土

25 甕 5.8 ABCE 普通 にぷい赤褐 60 覆土

26 甕 (5.8) ABCJ 普通 橙 30 覆土 磨耗著しい

27 甕 8.5 AB 良好 橙 90 覆土 磨耗・剥落著しい 調整不明

28 甕 17.8 37.2 5.5 ABCJ 普通 にぷい黄褐 95 + 8cm 胴部ヘラナデ底部木葉痕
29 甕 (22. 0) ABCDEF 普通 にぷい橙 15 貯蔵穴 磨耗著しい

30 甕 5.0 BDEF 普通 灰黄褐 50 床 やや磨耗底部木葉痕
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如意遺跡

第374号住居跡出土遺物観察表（第235図）

番号 器 種 ロ径 器甜 底径 胎 土 焼成 色 調 残存 出土位醤 備 考

31 甕 8.2 ABCJ 普通 橙 60 覆土 庖耗著しい

32 甕 6.4 BCDJ 良好 にぶい黄橙 45 榎土 やや磨耗底部木葉痕

33 甕 7.3 ABCJ 普通 にぷい赤褐 25 貯蔵穴 残存長8.7cm 転用鉢か磨耗著しい

34 甑 (20.1) 18.7 5. 7 BCJ 普通 にぷい橙 60 貯蔵穴 やや磨耗

35 支 脚 天井部径(10.4)cm ABCDE 良好 橙 20 覆土 磨耗

36 土製紡錘車 長径3.1cm 短径1.6cmBJ 普通 にぶい黄橙 100 覆土 孔径0.60cm 重さ14.64 g やや歪む

37 砥 石 残存長9.4cm 幅5.6cm 厚さ4.3cm 重さ240.34g 80 覆土 砂岩製上端欠損三面使用

38 土 玉 直径1.5cm 布さ1.5cmB 将通 灰黄褐 60 覆土 孔径0.2cm 厚さ1.8cm 重さ2.59g 

39 刀 子 現存長5.50cm 幅1.45cm 背幅0.35cm 重さ27.56 g 覆土 表面に木質残存

第374号住居跡出土土錘観察表（第235図）

番号 長さ 径 孔径 重さ (g) 分類 色調 残存 備 考

40 (5.80) 3.30 0.85 (48.60) Ca 明褐 55 

41 5.00 1.50 0.50 10.05 Ca にぶい橙 100 

42 5.30 1.30 0.45 7.90 Ba 明赤褐 100 

43 4.40 1.40 0.40 7.26 Ba 明赤褐 100 

44 4.80 1.55 0.50 (9.22) Ba 明赤褐 95 
l 

第375号住居跡（第236• 237図）

K・ L-18グリッドに位置する。第376号住居跡を

切り、第194• 211・213• 374号住居跡・第216号土坑

に切られる。 平面形はやや歪むが正方形に近いと思

われる。東西7.42m、南北7.65m、深さは0.35-0.

45m である。主軸方位は北壁でN-66°—E を指す。

床面は緩やかな起伏があり、壁は垂直に立ち上が

る。

である。壁溝は断続的に検出され、幅15~3lcm、深

さ4~10cmである。北壁から 3条、西壁から 1条、

住居の中央に向って間仕切り溝状の掘り込みが検出

された。また、それに沿うように炭化材が床面から

出土している。北壁近くの炭化材の周辺には焼土が

多量に散布していた。ピットは1本検出され、深さ

は29cmである。

カマドは検出されなかった。貯蔵穴は東壁中央近

くで検出されたが、南は第374号住居跡に壊されて

いた。東西75cm、南北は51c吋金出され、深さは34cm

追物は多量に出土したが、接合率は悪い。須恵器

は杯・高杯・甕が、土師器には土不・高坪・甕・甑力ゞ

認められる。

第375号住居跡出土遺物観察表（第237図）

番号 器 種 口径 器高 底径 胎 土 焼成 色 調 残存 出土位醤 備 考

1 甕 (17.0) BEJL 普通 橙 15 + 7 cm 群馬・藤岡産酸化烙焼成

2 坑 11.5 6.1 BCEJL 普通 にぶい赤褐 95 床 内外面赤彩 やや磨耗

3 碗 (11.4) 7.3 BCDEJL 普通 にぷい赤褐 60 +18cm 内外面赤彩

4 碗 (14.8) 7.9 BEJL 普通 明赤褐 45 床 外面やや磨耗

5 t不 (13.0) 6.1 BEJL 将通 橙 25 覆土 内外面赤彩磨耗著しい

6 t不 (14.0) 5.3 BCJL 普通 にぶい橙 30 覆土 内外面赤彩磨耗著しい

7 t不 13.3 5.8 BEJL 普通 橙 90 覆土

8 t不 (11.6) 4.8 BEJL 普通 赤褐 30 覆土 内外面赤彩， 高 t不 19.4 BEJL 普通 にぷい赤褐 80 + 2 cm 内外面赤彩 外面やや磨耗

10 品． t不 (18.0) BCEJ 普通 にぷい赤褐 60 +15cm 内外面赤彩

11 高 t不 BEJ 普通 橙 80 +21cm 外面磨耗著しい

12 高 i不 14.4 BDEJL 不良 にぷい橙 75 覆土

13 高 t不 (13.4) BCEJL 普通 橙 60 覆土 外面やや磨耗

14 高 況： BCEJL 菩通 にぷい橙 70 覆土 外面赤彩 内外面やや磨耗

15 甕 (27.6) BEJL 普通 にぷい橙 40 床 内外面やや磨耗

16 甕 8.0 ABCDEJ 普通 にぷい橙 60 + 3 cm 

17 甕 (21.0) BCEJ 普通 にぷい橙 I15 覆土
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